
〈
研
究
ノ
ー
ト
〉

濱
口
梧
陵
と
海
を
渡
っ
た
先
駆
者
た
ち

白　

岩　

昌　

和

一
、　
は
じ
め
に

安
政
元
年︵
一
八
五
四
︶の
津
波
か
ら
村
人
を
救
済
し
た
と
い
う
美
談
に
よ
っ
て
小
泉
八
雲︵
ラ
フ
カ
デ
ィ
オ
・
ハ
ー
ン
︶に
﹁
生
神
﹂

と
称
賛
さ
れ
た
濱
口
梧
陵︵
一
八
二
〇
～
一
八
八
五
︶︒
そ
の
人
命
救
助
の
功
績
は
︑﹁
津
波
防
災
﹂
の
手
本
と
し
て
戦
前
の
国
語
読
本
に

掲
載
さ
れ
た
﹁
稲
む
ら
の
火
﹂︵
中
井
常
蔵
氏
作
︶の
主
人
公
で
あ
る
﹁
五
兵
衛
﹂
を
通
し
て
現
在
も
語
り
継
が
れ
て
い
る
︒
し
か
し
︑
梧

陵
の
社
会
貢
献
は
多
く
の
人
が
知
る
防
災
に
限
定
さ
れ
た
も
の
で
は
な
い
︒
生
誕
二
百
年
を
二
〇
二
〇
年
に
控
え
︑
本
稿
で
は
︑
杉
村

楚
人
冠
に
よ
っ
て
著
さ
れ
た
﹃
濱
口
梧
陵
伝（

（
（

﹄︵
以
後
︑﹃
梧
陵
伝
﹄
と
す
る
︶で
は
殆
ど
語
ら
れ
て
い
な
い
梧
陵
と
共
に
渡
米
し
た
人
物

や
梧
陵
の
渡
米
を
支
援
し
た
現
地
の
領
事
な
ど
を
紹
介
す
る
こ
と
で
︑
梧
陵
の
果
た
そ
う
と
し
た
日
本
の
近
代
化
に
つ
い
て
考
え
て
み

た
い
︒
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二
、　
開
国
前
後
の
海
運
と
産
業
の
推
移

二
〇
一
九
年
七
月
︑
商
業
捕
鯨
が
三
十
一
年
ぶ
り
に
再
開
さ
れ
た
︒
歴
史
的
に
は
︑
梧
陵
の
生
誕
地
で
あ
る
紀
州
の
広
村︵
現
在
の
和

歌
山
県
広
川
町
︶出
身
の
先
人
も
︑
五
島
列
島
の
有
川
湾
で
捕
鯨
が
盛
ん
に
な
る
き
っ
か
け
を
作
っ
た
と
も
言
え
る
よ
う
だ（

（
（

︒
ま
た
︑
南

房
総
の
和
田
浦
も
捕
鯨
に
関
わ
っ
て
き
た
が
︑
そ
の
ル
ー
ツ
は
南
房
総
と
の
地
名
の
共
通
性
か
ら
も
紀
州
と
の
関
わ
り
が
想
像
で
き
る（

（
（

︒

﹃
銚
子
木
国
会
史
﹄
の
序
章
﹁
紀
州
人
と
初
代
漁
業
﹂
に
は
︑
應
承
二
年︵
一
六
五
三
︶に
紀
州
の
青
野
五
右
衛
門
な
る
者
が
漁
夫
多
数

を
引
き
連
れ
て
来
て
鰹
鯨
な
ど
の
漁
を
し
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
︒
そ
の
後
︑
慣
例
と
な
っ
て
い
た
﹁
春
来
て
︑
秋
帰
る
﹂
と
い
う

漁
の
生
活
か
ら
︑
正
保
二
年︵
一
六
四
六
︶に
梧
陵
の
先
祖
が
銚
子
で
醬
油
醸
造
を
始
め
︑
明
暦
二
年︵
一
六
五
六
︶に
外
川
の
築
港
を
崎

山
治
郎
右
衛
門
が
始
め
た
こ
と
で
︑
広
村
か
ら
銚
子
へ
の
移
住
が
始
ま
る
こ
と
に
な
る
︒

十
八
世
紀
後
半
に
は
欧
米
で
も
︑
鯨
油
は
蠟
燭
の
原
料
︑
灯
油
︑
機
械
油︵
特
に
︑
船
の
燃
料
︶と
し
て
︑
最
も
重
要
な
燃
料
資
源
︑

生
活
物
資
で
あ
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
る
︒
そ
し
て
︑
そ
の
状
況
は
︑
一
八
五
九
年
八
月
に
エ
ド
ウ
ィ
ン
・
ド
レ
イ
ク︵Edw

in‌
D
rake

︶に
よ
っ
て
ペ
ン
シ
ル
バ
ニ
ア
州
で
石
油
が
発
見
さ
れ
る（

（
（

ま
で
続
く
の
で
あ
る
︒
中
濱
萬
次
郎
を
救
助
し
た
ジ
ョ
ン
・
ホ
ー
ラ
ン

ド
号
の
ホ
イ
ッ
ト
フ
ィ
ー
ル
ド
船
長
の
出
身
地
マ
サ
チ
ュ
ー
セ
ッ
ツ
州
フ
ェ
ア
ヘ
ブ
ン
な
ど
か
ら
も
大
型
捕
鯨
船
で
良
質
の
鯨
油
を
産

す
る
こ
と
で
知
ら
れ
る
マ
ッ
コ
ウ
鯨
を
追
っ
て
ア
メ
リ
カ
人
が
常
陸
︑
三
陸
沖
ま
で
漁
に
来
る
こ
と
に
な
っ
た
の
が
一
八
二
〇
年
代
以

降
と
言
わ
れ
る（

（
（

︒
ア
メ
リ
カ
の
捕
鯨
船
は
母
港
を
出
て
か
ら
漁
を
終
え
て
帰
港
す
る
ま
で
三
︑
四
年
を
要
し
た
こ
と
を
考
え
れ
ば
︑
ペ

リ
ー
提
督
が
来
航
し
捕
鯨
船
の
補
給
基
地
と
し
て
日
本
に
開
国
を
要
求
し
た
こ
と
も
理
解
出
来
る
︒

で
は
︑
当
時
の
横
浜
か
ら
桑
港︵
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
︶ま
で
の
航
行
時
間
は
ど
の
く
ら
い
だ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
︒
梧
陵
よ
り
一
船
早

く
渡
米︵
一
八
八
四
年
五
月
十
三
日
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
着
︶し
た
陸
奥
宗
光
と
紀
州
か
ら
の
留
学
生（

（
（

が
乗
船
し
た
の
が
﹁
オ
ー
シ
ャ
ニ
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ッ
ク
﹂
号
で
あ
る
︒
ま
た
︑
明
治
九
年︵
一
八
七
六
︶に
は
︑
佐
藤
百
太
郎（

（
（

が
募
集
し
た
﹁
米
国
商
法
実
習
生
﹂︵
こ
の
一
団
は
︑﹁
オ
ー
シ

ャ
ニ
ッ
ク
・
グ
ル
ー
プ
﹂
と
呼
ば
れ
た
︶を
乗
せ
た
﹁
オ
ー
シ
ャ
ニ
ッ
ク
﹂
号
が
樹
立
し
た
最
短
記
録
に
つ
い
て
の
記
事
が
あ
る（

（
（

︒

掲
載
さ
れ
た
記
事
に
よ
れ
ば
︑﹁
オ
ー
シ
ャ
ニ
ッ
ク
﹂
号
の
航
海
は
十
四
日
と
十
四
時
間
二
十
分
を
要
し
た
と
さ
れ
る
︒
そ
れ
ま
で

﹁︵
シ
テ
ィ
・
オ
ブ
・
︶ペ
キ
ン
﹂
号
が
持
っ
て
い
た
記
録︵
十
五
日
と
十
二
時
間
︶を
破
っ
た
の
で
あ
る
が
︑
数
ヶ
月
前
の
同
紙
の
記
事

に
も
横
浜
か
ら
の
航
行
時
間
の
記
録
が
記
事
に
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
︑
各
船
会
社
或
は
船
員
の
間
で
は
最
短
航
行
時
間
の
競
争
が
激

化
し
て
い
た
と
思
わ
れ
る
︒
梧
陵
ら
が
乗
船
し
た
﹁︵
シ
テ
ィ
・
オ
ブ
・
︶ト
ウ
キ
ョ
ー
﹂
号
︑﹁
ペ
キ
ン
﹂
号
︑﹁
オ
ー
シ
ャ
ニ
ッ
ク
﹂

号
の
船
脚
で
は
︑
将
来
的
に
は
十
三
日
も
可
能
と
記
事
は
結
ん
で
い
る
︒

梧
陵
の
親
友
で
あ
る
勝
海
舟
と
福
澤
諭
吉
が
咸
臨
丸
で
浦
賀
を
出
帆
し
て
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
に
到
着
す
る
ま
で
に
要
し
た
日
数
が

三
十
七
日
で
あ
っ
た
こ
と
を
考
え
る
と
︑
蒸
気
船
の
登
場
が
如
何
に
海
外
と
の
距
離
を
縮
め
た
の
か
が
分
か
る
︒
航
海
術
や
測
量
技
術

の
向
上
も
あ
り
︑
海
運
の
安
全
性
も
高
ま
っ
た
と
は
い
え
︑
ま
だ
ま
だ
危
険
を
伴
う
航
海
で
あ
っ
た
は
ず
だ
が
︑
何
も
梧
陵
の
海
外
視

察
と
い
う
熱
い
想
い
を
止
め
る
こ
と
は
で
き
な
っ
た
︒

三
、　
濱
口
梧
陵
一
行
の
ア
メ
リ
カ
到
着

筆
者
は
以
前
か
ら
︑
ア
メ
リ
カ
に
残
さ
れ
た
梧
陵
の
足
跡
を
探
し
て
い
た
の
だ
が
︑
よ
う
や
く
梧
陵
の
一
行
が
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ

に
到
着
し
た
こ
と
を
伝
え
る
記
事
が
見
つ
か
っ
た
︒
た
ま
た
ま
︑
梧
陵
と
交
流
の
あ
っ
た
陸
奥
宗
光
の
ハ
ワ
イ
で
の
療
養（

（
（

な
ど
に
関
し

て
調
査
し
て
い
た
折
︑D

aily‌A
lta‌California

（
（1
（

と
い
う
現
地
の
新
聞
の
一
八
八
四
年
六
月
十
七
日
付
に
︑
次
の
よ
う
な
短
い
記
事
が
掲

載
さ
れ
て
い
る
の
を
発
見
し
た
︒
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﹃
梧
陵
伝
﹄
に
書
か
れ
て
い
る
人
物
と
対
比
し
て
記
事
を
訳
せ
ば
次
の
よ
う
に
な
る
︒

 

︵
私
訳
︶藤
島
正
健
フ
ラ
ン
ス
在
リ
オ
ン
領
事
は
︑
昨
日
の
横
浜
か
ら
の
汽
船
﹁
シ
ィ
・
オ
ブ
・
ト
ウ
キ
ョ
ー
﹂
号
で
到
着
し
た
︒

同
氏
と
共
に
到
着
し
た
九
名
は
︑
と
て
も
立
派
な
日
本
人
紳
士
で
あ
る
濱
口
梧
陵
氏
と
世
界
一
周
巡
察
を
目
的
と
す
る
一
行
で
あ

る
︒
特
に
︑
文
明
開
化
の
進
ん
だ
西
洋
諸
国
で
見
聞
し
た
こ
と
が
︑
日
本
に
適
用
で
き
れ
ば
と
の
思
い
で
あ
る
︒
一
行
は
︑
一
週

間
ほ
ど
桑
港
市
内
に
滞
在
し
︑
ワ
シ
ン
ト
ン
に
赴
き
︑
そ
の
後
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
渡
航
の
予
定
で
あ
る
︒

ま
た
︑
同
紙
の
前
日︵
現
地
時
間
六
月
十
六
日
︶付
け
の
記
事
に
は
︑
パ
レ
ス
ホ
テ
ル（
（1
（

に
宿
泊
す
る
一
行
の
名
前
が
確
認
で
き
る
︒
日

　
M
. F
ujishim

a, Japanese C
onsul at Lyons, 

France, arrived yesterday from
 Y
okoham

a, by the 
steam

ship City of T
okio. A

ccom
panying him

 is a 
party of nine, including a very intelligent Japanese 
gentlem

an, M
r. G. H

am
aguchi, and attendants, 

w
ho is on a tour around the w

orld for the purpose 
of seeing W

estern form
s of civilization, and es-

pecially observing their benefits as applicable to 
Japan. T

hey intend passing about a w
eek in this 

city, and w
ill proceed thence to W

ashington and to 
Europe.
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本
人
名
と
い
う
こ
と
も
あ
り
ス
ペ
ル
の
間
違
い
が
多
い
が
︑
新
聞
に
掲
載
さ
れ
た
乗
船
記
録
と
﹃
梧
陵
伝
﹄
の
記
述
と
照
合
し
︑
次
の

九
名
で
あ
る
と
判
断
で
き
る
︒

濱
口
梧
陵
と
そ
の
給
仕︵
橋
本
佐
助
︑
但
し
宿
泊
名
簿
の
イ
ニ
シ
ャ
ル
は
Ｋ
︶︑
藤
島
正
健
︑
熊
崎
寛
良
︑
大
倉
喜
八
郎
︑
横
山
孫

一
郎
︑
高
島
小
金
治
︑
金
子
彌
平
︑
鍋
倉
直

ま
た
︑
天
気
予
報
欄
や
船
舶
関
係
の
欄
に
記
さ
れ
た
情
報
か
ら
︑
横
浜
を
出
港
し
て
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
到
着
ま
で
十
六
日
と
十
三

時
間
の
船
旅
で
あ
っ
た
こ
と
︑
到
着
し
た
現
地
の
天
候
は
晴
れ
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
︒
こ
れ
が
︑
梧
陵
の
ア
メ
リ
カ
到
着
の
初
日

だ
っ
た
︒

奇
遇
な
こ
と
だ
が
︑
梧
陵
が
乗
船
し
た
﹁
ト
ウ
キ
ョ
ー
﹂
号
で
︑
香
港
か
ら
乗
船
し
た
中
国
人
旅
客
に
天
然
痘
患
者
が
出
て
い
た
こ

と
も
わ
か
っ
て
い
る
︒
東
京
大
学
医
学
部
の
前
身
で
あ
る
﹁
西
洋
種
痘
所
﹂
再
建
に
関
わ
っ
た
梧
陵
が
天
然
痘
患
者
と
乗
船
す
る
こ
と

に
な
っ
た
の
も
偶
然
な
こ
と
な
の
か
︒
な
お
︑
天
然
痘
に
関
す
る
知
識
が
あ
っ
た
為
か
︑
日
本
人
乗
客
に
伝
染
す
る
こ
と
は
な
か
っ
た
︒

ま
た
︑
発
症
の
事
実
を
隠
し
た
と
し
て
︑
船
長
が
逮
捕
さ
れ
て
い
る
︒

以
下
の
節
で
は
︑
梧
陵
の
渡
米
に
同
行
し
た
人
々
の
足
跡
に
つ
い
て
整
理
す
る
︒

三
―
一
、　
藤
島
正
健

サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
到
着
を
伝
え
る
記
事
の
冒
頭
に
名
前
が
記
さ
れ
て
い
る
藤
島
正
健
に
つ
い
て
は
︑
複
数
の
国
立
公
文
書
館
デ
ジ

タ
ル
ア
ー
カ
イ
ブ︵
以
後
︑﹁
国
立
公
文
書
館
﹂︶で
公
開
さ
れ
て
い
る
公
文
書︵﹁
仏
国
リ
ヲ
ン
府
︑
領
事
官
派
遣
之
義
上
申
﹂︑
1‌

8‌

8‌

4
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年
1
月
︑﹁
仏
国
リ
ヲ
ン
府
ヘ
領
事
官
派
遣
ノ
件
﹂︑﹃
公
文
録
・
明
治
十
七
年
・
第
二
十
巻
・
明
治
十
七
年
一
月
～
四
月
・
外
務
省
﹄︑

国
立
公
文
書
館
︑
請
求
番
号
：
公
0‌

3‌

6‌

8‌

4‌

1‌

0‌

0
︑
九
下
︶な
ど
か
ら
次
の
よ
う
な
こ
と
が
確
認
で
き
る
︒

先
ず
︑
フ
ラ
ン
ス
の
リ
ヨ
ン︵
里
昴
︶領
事
館
へ
の
赴
任
が
決
ま
る
前
の
明
治
十
七
年
二
月
十
六
日
に
大
蔵
卿
松
方
正
義
に
よ
っ
て
藤

島
の
京
都
︑
大
阪
及
び
九
州
で
の
任
を
解
く
公
文
書
﹁
権
大
書
記
官
藤
島
正
健
京
坂
ヨ
リ
帰
京
の
件
﹂︵
1‌

8‌

8‌

4
年
2
月
︑﹃
公
文
録
・

明
治
十
七
年
・
第
二
百
十
五
巻
・
明
治
十
七
年
二
月
・
官
吏
雑
件
一︵
太
政
官
～
海
軍
省
︶﹄︑
国
立
公
文
書
館
︑
請
求
番
号
：

0‌

3‌

8‌

7‌

9‌

1‌
0‌
0
︶か
ら
︑
大
蔵
権
大
書
記
官
と
い
う
役
職
に
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
︒
そ
の
後
︑
同
年
四
月
に
入
り
︑
リ
ヨ
ン
在
住

領
事
の
派
遣
に
関
す
る
公
文
書
が
重
ね
て
発
行
さ
れ
る
が
︑
そ
の
公
文
書
に
は
着
任
す
る
人
物
の
名
前
は
記
さ
れ
て
い
な
い
︒
そ
れ
ら

の
公
文
書
の
内
容
か
ら
︑
給
与
な
ど
を
決
定
し
て
か
ら
派
遣
す
る
人
物
を
選
ぶ
形
式
を
と
っ
た
よ
う
だ
︒

藤
島
が
特
別
な
人
物︵
明
治
十
四
年
に
は
製
紙
研
究
や
フ
ラ
ン
ス
の
万
博
の
視
察
で
欧
米
諸
国
に
派
遣
さ
れ
て
い
る
︶で
あ
っ
た
の
か
︑

或
い
は
フ
ラ
ン
ス
の
為
政
者
に
贈
る
親
書
を
託
さ
れ
た
の
か
も
し
れ
な
い
が
︑
明
治
十
七
年︵
一
八
八
四
︶四
月
十
五
日
付
の
公
文
書
﹁
外

務
省
上
申
領
事
藤
島
正
健
佛
国
里
昴
府
在
勤
ニ
付
御
委
任
状
御
下
付
之
事
﹂︵
1‌

8‌

8‌

4
年
1
月
︑﹁
領
事
藤
島
正
健
へ
御
委
任
状
下
付

ノ
件
﹂︑﹃
公
文
録
・
明
治
十
七
年
・
第
二
十
巻
・
明
治
十
七
年
一
月
～
四
月
・
外
務
省
﹄︑
国
立
公
文
書
館
︑
請
求
番
号
：
公

0‌

3‌

6‌

8‌

4‌

1‌

0‌

0
︶に
は
﹁
国
璽
﹂
と
い
う
文
字
が
書
か
れ
た
次
の
も
の
が
付
け
ら
れ
て
い
る
︒

天
佑
ヲ
保
有
シ
萬
世
一
系
ノ
帝
祚
ヲ
践
タ
ル
日
本
國
皇
帝
此
書
ヲ
見
ル
有
衆
に
宣
示
ス
朕
仏
蘭
西
國
里
昴
府
ニ
領
事
を
在
留
セ
シ

ム
ル
コ
ト
ヲ
必
要
ト
慮
リ
茲
ニ
藤
島
正
健
ノ
勉
強
誠
實
ナ
ル
ヲ
親
愛
シ
里
昴
府
領
事
ニ
任
ス
即
チ
両
國
ノ
條
約
ニ
従
ヒ
其
地
ニ
到

ル
我
國
臣
民
ノ
権
利
及
商
舶
貨
財
貿
易
等
ヲ
保
護
ス
ル
ノ
権
ヲ
授
与
ス
宜
ク
朕
カ︵
意
︶ヲ
體
シ
其
地
ニ
到
レ
ル
我
國
臣
民
ニ
諭
告

シ
此
命
令
ヲ
尊
奉
セ
シ
ム
ヘ
キ
ヲ
命
ス
故
ニ
佛
蘭
西
國
大
統
領
及
官
民
等
藤
島
正
健
ノ
領
事
タ
ル
コ
ト
ヲ
承
允
至
當
ノ
需
ヲ
為
サ

ハ
之
ニ
輔
助
ヲ
与
ヘ
ラ
レ
ン
コ
ト
ヲ
冀
望
ス
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神
武
天
皇
即
位
紀
元
二
千
五
百
四
十
四
年

明
治
十
七
年
四
月
廿
二
日
東
京
宮
中
ニ
於
テ

親
ラ
名
ヲ
署
シ
璽
ヲ
鈐
セ
シ
ム

　
　
　

御
名　

国
璽

　
　
　
　
　
　
　

奉
勅　

外
務
卿

帰
任
後
の
活
躍
に
つ
い
て
は
殆
ど
情
報
が
な
い
が
︑
ハ
ワ
イ
で
発
行
さ
れ
て
い
た
﹃
や
ま
と
新
聞
﹄︵
一
九
〇
六
年
九
月
十
五
日
付
︶に

は
︑
南
米
チ
リ
の
鉱
山
の
視
察
に
赴
い
て
い
た
こ
と
を
伝
え
る
記
事
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
︒

三
―
二
、　
熊
崎
寛
良

外
務
大
臣
伯
伊
藤
博
文
に
よ
っ
て
記
さ
れ
た
明
治
廿
年︵
一
八
八
七
︶十
月
十
九
日
付
公
文
書
﹁
外
務
属
熊
崎
寛
良
外
一
名
交
際
官
試

補
ニ
被
任
ノ
件
﹂︵
1‌

8‌

8‌

7
年
10
月
21
日
︑﹃
公
文
録
・
明
治
十
七
年
・
第
二
十
巻
・
明
治
十
七
年
一
月
～
四
月
・
外
務
省
﹄︑
国
立
公

文
書
館
︑
請
求
番
号
：
任
Ａ
0‌

0‌

1‌

2‌

8‌

1‌

0‌

0
︶に
付
け
ら
れ
た
履
歴
書
か
ら
︑
次
の
よ
う
な
こ
と
が
確
認
で
き
た
︒

愛
媛
の
宇
和
島
の
出
身
で
︑
翻
訳
掛
別
席
と
し
て
明
治
五
年︵
一
八
七
二
︶外
務
省
に
入
省
し
︑
明
治
十
年
八
月
に
は
佛
國
公
使
館
付

書
記
一
等
見
習
を
申
し
付
け
ら
れ
る
︒
明
治
十
二
年
十
二
月
に
は
︑
佛
國
巴
里
公
使
館
在
勤
し
た
︒
ま
た
︑
明
治
十
七
年
四
月
九
日
付

け
で
﹁
佛
國
里
昴
府
領
事
館
在
勤
申
付
候
﹂︵
年
棒
美
貨
四
百
磅
と
あ
る
︶と
い
う
記
述
が
あ
り
︑
五
月
三
十
日
赴
任
と
あ
る
こ
と
か
ら
︑

藤
島
正
健
と
共
に
現
地
へ
の
赴
任
の
途
に
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る︵
明
治
十
九
年
七
月
二
日
帰
朝
︶︒
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三
―
三
、　
大
倉
喜
八
郎

乗
船
者
の
中
で
最
も
著
名
な
人
物
は
︑
明
治
六
年︵
一
八
七
三
︶に
大
倉
組
と
い
う
商
社
を
創
業
し
た
大
倉
喜
八
郎
だ
ろ
う
︒
大
倉
は
︑

大
倉
組
創
業
前
の
明
治
五
年
か
ら
ほ
ぼ
一
年
半
を
か
け
て
︑
商
況
を
知
る
為
の
欧
米
視
察
を
行
っ
て
い
る
︒
興
味
深
い
こ
と
に
︑
時
を

同
じ
く
し
て
岩
倉
遺
外
使
節
団
一
向
も
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
滞
在
し
て
お
り
︑
大
久
保
利
通
︑
木
戸
孝
允
︑
伊
藤
博
文
な
ど
明
治
政
府
の
要

人
と
出
会
う
こ
と
に
な
る
︒
大
倉
自
身
が
述
し
た
﹃
努
力
﹄
に
は
︑
次
の
よ
う
な
面
白
い
エ
ピ
ソ
ー
ド︵
筆
者
要
約
︶が
紹
介
さ
れ
て
い

る
︒

木
戸
孝
允
氏
︑
中
井
弘
氏（
（1
（

と
英
国
︑
仏
国
を
経
て
伊
太
利
へ
旅
行
し
た
が
︑
巴
里
か
ら
羅
馬
ま
で
実
に
面
白
い
旅
行
が
出
来
た
︒

羅
馬
で
は
有
名
な
コ
ン
ス
タ
ン
チ
ホ
テ
ル
に
宿
を
と
っ
た
が
︑
丁
度
岩
倉
大
使
の
一
行
も
泊
ま
っ
て
い
て
︑
中
井
氏
と
二
人
で
尋

ね
た
︒
正
午
︑
大
使
の
一
行
が
午
餐
を
食
べ
よ
う
と
し
て
い
た
︒
岩
倉
が
上
席
で
日
本
の
文
武
官
や
外
国
の
紳
士
達
が
綺
羅
星
の

如
く
に
並
ん
で
食
卓
を
囲
ん
で
い
た
︒
私
と
中
井
氏
が
入
っ
て
行
く
と
︑﹁
ど
う
だ
︑
一
緒
に
食
事
を
し
よ
う
﹂
と
言
わ
れ
ま
し

た
︒

が
︑
食
堂
は
一
杯
で
︑
着
席
す
る
所
も
な
い
︒
そ
の
時
伊
藤︵
博
文
︶副
使
は
﹁
此
処
へ
お
い
で
﹂
と
︑
直
ぐ
自
身
と
岩
倉
と
の
間

を
あ
け
ら
れ
た
︒
中
井
氏
は
岩
倉
の
隣
席
へ
掛
け
︑
私
に
も
そ
の
側
へ
と
言
わ
れ
た
が
︑
余
り
上
席
で
あ
る
か
ら
御
辞
退
す
る
と
︑

﹁
ナ
ニ
構
わ
な
い
︑
外
に
席
が
な
い
か
ら
此
処
が
よ
い
﹂
と
言
わ
れ
る
の
で
︑﹁
そ
れ
で
は
旅
行
中
の
事
故
御
免
を
蒙
り
ま
す
﹂
と

私
も
そ
こ
に
着
席
し
た
︒
末
席
の
方
に
い
た
連
中
は
妙
な
顔
を
し
て
︑
頻
り
に
何
か
ブ
ツ
ブ
ツ
言
っ
て
い
る
︒
私
が
商
人
で
あ
り

な
が
ら
上
席
へ
着
い
た
の
を
︑
無
礼
だ
と
か
呍
ぼ
し
て
い
た
︒
私
は
聞
こ
え
ぬ
振
り
を
し
て
黙
っ
て
い
る
と
︑
中
井
氏
が
と
う
と
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う
怒
り
出
し
て
一
切
構
わ
ず
遂
に
や
り
出
し
た
︒﹁
見
渡
す
所
︑
こ
の
席
上
に
い
る
方
々
は
歴
代
の
お
役
人
様
ば
か
り
︑
お
役
人
様

は
皆
大
層
な
月
給
を
取
り
︑
そ
の
上
日
当
だ
の
手
当
て
な
ど
を
貰
い
︑
旅
費
ま
で
も
頂
戴
し
て
威
張
っ
て
洋
行
し
て
お
ら
れ
る
が
︑

私
の
側
に
い
る
町
人
は
︑
自
分
が
粒
々
辛
苦
で
稼
い
だ
金
で
洋
行
し
て
お
ら
れ
る
︒
元
よ
り
月
給
も
な
け
れ
ば
︑
日
当
を
も
貰
わ

な
い
︑
自
腹
を
切
っ
て
迄
も
我
が
国
に
尽
く
そ
う
と
い
う
︑
立
派
な
精
神
を
抱
い
て
お
ら
れ
る
の
で
す
﹂

こ
れ
で
︑
食
堂
の
お
役
人
を
黙
ら
せ
て
し
ま
っ
た
と
い
う
︒
こ
の
話
を
後
日
聞
い
た
木
戸
も
﹁
随
分
面
白
か
っ
た
で
し
ょ
う
﹂
と
笑

い
飛
ば
し
た
と
い
う
ぐ
ら
い
当
時
の
官
民
の
風
通
し
は
良
か
っ
た
の
だ
ろ
う
︒

大
倉
は
こ
の
欧
米
視
察
か
ら
帰
国
後
︑
前
述
に
あ
る
よ
う
な
政
府
要
人
と
の
人
脈
を
生
か
し
︑
明
治
政
府
各
省
へ
の
物
品
を
納
入
す

る
商
権
を
得
る
︒
そ
の
為
に
設
立
し
た
の
が
大
倉
組
商
会
で
︑
そ
の
出
資
者
の
一
人
が
﹁
ト
ウ
キ
ョ
ー
﹂
号
の
乗
船
者
の
横
山
孫
一
郎

で
あ
っ
た
︒

広
く
知
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
︑
大
倉
が
創
立
し
今
な
お
残
っ
て
い
る
企
業
に
は
大
成
建
設
︑
サ
ッ
ポ
ロ
ビ
ー
ル
︑
帝
国
ホ
テ
ル
︑
帝

国
劇
場
︑
日
清
オ
イ
リ
オ
な
ど
が
あ
る
︒
し
か
し
︑
筆
者
が
︑
大
倉
に
梧
陵
に
通
じ
る
想
い
を
感
じ
る
の
は
︑
明
治
三
十
年︵
一
八
九

七
︶に
︑
当
時
の
赤
坂
葵
町︵
現
在
の
虎
ノ
門
﹁
ホ
テ
ル
オ
ー
ク
ラ
﹂
隣
接
地
︶に
大
倉
商
業
学
校︵
現
東
京
経
済
大
学
︶を
創
立
し
た
こ
と

で
あ
る
︒﹁
耐
久
社
﹂
を
開
い
た
梧
陵
と
同
じ
よ
う
に
︑
教
育
機
関
を
創
立
し
て
教
育
の
普
及
に
努
め
︑
現
在
で
も
後
進
の
道
標
と
な
っ

て
い
る
︒

三
―
四
、　
横
山
孫
一
郎

大
倉
組
商
会
創
立
に
副
頭
取
と
し
て
大
倉
喜
八
郎
を
支
え
た
の
が
︑
ホ
テ
ル
オ
ー
ク
ラ
で
支
配
人
を
務
め
た
横
山
孫
一
郎
で
あ
る
︒
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横
山
は
︑
上
野
国︵
群
馬
県
︶邑
楽
郡
川
俣
村
の
出
身
で
︑
祖
父
と
養
父
は
土
木
事
業
に
従
事
し
て
い
た
︒
奇
遇
な
こ
と
だ
が
︑
梧
陵
に

つ
い
て
初
め
て
記
さ
れ
た
﹁
濱
口
梧
陵
君
伝
﹂
が
収
め
ら
れ
て
い
る
瀬
川
光
行（
（1
（

編
﹃
商
海
英
傑
伝
﹄
に
は
﹁
横
山
孫
一
郎
君
伝
﹂
も
収

め
ら
れ
て
い
る
︒

そ
の
伝
記
に
よ
れ
ば
︑
養
父
が
横
浜
開
港
の
土
木
事
業
に
関
わ
る
こ
と
に
な
り
︑
外
国
語
の
習
得
が
必
要
で
あ
る
こ
と
を
痛
感
し
︑

品
川
忠
道（
（1
（

と
い
う
人
物
か
ら
外
国
語
を
習
う
こ
と
に
な
る
︒
シ
ー
ボ
ル
ト（
（1
（

が
横
浜
に
来
た
時
に
は
︑
当
時
の
英
国
公
使
館
に
要
請
し
て

日
当
銀
一
歩
で
通
弁
官
と
し
て
勤
め
て
い
る
︒
明
治
四
年
︑
そ
の
評
判
が
井
上
馨
大
蔵
大
輔
に
伝
わ
り
︑
官
僚
の
道
に
進
む
こ
と
も
で

き
た
が
︑
実
業
家
と
し
て
の
道
を
選
ん
だ
︒
明
治
五
年
︑
政
府
の
勧
め
で
当
時
の
大
富
豪
で
あ
る
三
井
家
と
小
野
家
の
子
弟
が
海
外
留

学
し
よ
う
と
し
た
時
に
︑
小
野
家
に
請
わ
れ
て
子
弟
に
随
行
す
る
こ
と
に
な
り
︑
明
治
六
年
︑
開
催
さ
れ
て
い
た
オ
ー
ス
ト
リ
ア
・
ウ

ィ
ー
ン
万
博
を
視
察
す
る
機
会
も
得
た
が
︑
時
を
同
じ
く
し
て
欧
州
視
察
に
来
て
い
た
大
倉
が
ス
イ
ス
の
宿
泊
先
ま
で
訪
ね
て
き
た
︒

こ
の
時
︑
二
人
は
日
本
経
済
の
発
展
に
つ
い
て
語
り
合
い
意
気
投
合
し
た
と
い
う
︒

外
務
省
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
あ
る
﹁
外
交
史
料
館
﹂
に
は
︑
明
治
十
一
年︵
一
八
七
八
︶に
吉
田
正
春
が
特
使
と
し
て
選
ば
れ
た
使
節

団
の
一
員
と
し
て
横
山
は
イ
ラ
ン
と
ペ
ル
シ
ャ
を
訪
問
し
て
い
る
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る（
（1
（

︒
当
時
は
︑
石
油
の
採
掘
は
ア
メ
リ
カ
国
内

を
中
心
と
し
て
行
わ
れ
て
い
た
が
︑
こ
れ
を
嫌
っ
た
西
欧
諸
国
が
世
界
各
国
で
石
油
を
探
し
始
め
た
︒
一
九
二
〇
年
代
に
入
る
と
中
東

に
膨
大
な
石
油
が
眠
っ
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
る
が
︑
そ
の
中
心
は
イ
ラ
ン
と
イ
ラ
ク
で
あ
っ
た（
（1
（

︒

三
―
五
、　
高
島
小
金
治

通
訳
と
し
て
梧
陵
と
行
動
を
共
に
し
て
い
た
の
が
高
島
小
金
治
で
あ
る
︒
横
山
と
共
に
大
倉
喜
八
郎
と
の
関
係
が
強
か
っ
た
人
物
で

も
あ
る
︒
よ
り
正
確
に
は
︑
梧
陵
と
の
渡
米
が
き
っ
か
け
と
な
り
︑
大
倉
か
ら
の
信
望
を
受
け
る
よ
う
に
な
る
︒
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﹃
ヤ
マ
サ
醬
油
店
史
﹄
に
は
︑
梧
陵
の
遺
骸
と
共
に
一
旦
帰
国
し
て
い
た
高
島
が
再
び
渡
米
し
て
︑
梧
陵
が
滞
米
中
に
ウ
ー
ス
タ
ー

ソ
ー
ス
を
参
考
に
考
案
し
た
醬
油
を
原
料
に
し
た
ソ
ー
ス
の
販
売
に
当
た
っ
た
と
の
記
述
が
あ
る
︒
ま
た
︑
現
地
で
の
壜
詰
め
作
業
に

は
︑
若
き
日
の
武
藤
山
治︵
鐘
紡
社
長
︶︑
和
田
豊
治︵
富
士
紡
績
︶等
が
留
学
生
ア
ル
バ
イ
ト
と
し
て
働
い
て
い
た
よ
う
だ（
（1
（

︵
武
藤
氏
が
︑

報
知
新
聞
社
長
と
し
て
広
告
主
で
あ
る
ヤ
マ
サ
を
訪
れ
た
時
に
話
し
た
と
さ
れ
る
︶︒
当
時
施
行
さ
れ
た
特
許
法
に
よ
っ
て
新
味
醬
油
と

し
て
特
許
第
五
三
号
に
登
録
さ
れ
︑
日
本
最
初
の
ソ
ー
ス
と
し
て
業
界
に
先
駆
け
た
栄
誉
を
担
っ
た
が
︑
梧
陵
と
梧
荘︵
八
代
目
儀
兵

衛
︶の
相
次
い
で
の
死
没
に
よ
っ
て
︑
そ
の
製
造
及
び
輸
出
共
に
挫
折
中
断
し
た
と
も
記
さ
れ
て
い
る
︒
帰
国
後
︑
大
倉
組
に
入
り
︑
大

倉
の
三
女
つ
る
と
結
婚
す
る
︒

三
―
六
、　
金
子
彌
平

﹃
梧
陵
伝
﹄
で
渡
米
し
た
梧
陵
の
こ
と
を
談
話
形
式
で
伝
え
て
い
る
の
は
︑
大
蔵
省
御
用
掛
と
し
て
﹁
ト
ウ
キ
ョ
ー
﹂
号
で
赴
任
し

た
金
子
彌
平
で
あ
る
︒
嘗
て
和
歌
山
県
会
議
事
堂
構
内
の
一
角
に
建
立
さ
れ
た
梧
陵
の
像
蔵
の
揮
毫
を
し
た
大
蔵
卿
松
方
正
義︵﹃
梧
陵

伝
﹄
で
は
︑
梧
陵
と
共
に
渡
米
し
た
こ
と
に
な
っ
て
い
る
が
︑
乗
船
及
び
宿
泊
名
簿
に
は
松
方
の
名
前
は
確
認
で
き
な
い
︶に
よ
る
明
治

十
七
年
五
月
九
日
付
﹁
金
子
彌
平
外
國
行
従
者
召
連
ノ
儀
伺
﹂︵
1‌

8‌

8‌

4
年
5
月
︑﹁
御
用
掛
金
子
彌
平
米
国
紐
育
ヘ
出
張
ニ
付
従
者
召

連
ノ
件
﹂︑﹃
公
文
録
・
明
治
十
七
年
・
第
百
九
十
一
巻
・
明
治
十
七
年
一
月
～
六
月
・
官
吏
進
退︵
大
蔵
省
︶﹄︑
国
立
公
文
書
館
︑
請
求

番
号
：
公
0‌

3‌

8‌

8‌

3‌

1‌

0‌

0
︶か
ら
︑
十
九
歳
七
ヶ
月
の
弟︵
五
男
︶謹
三
を
伴
っ
て
の
渡
米
で
あ
っ
た
こ
と
も
わ
か
る
︒

ま
た
︑﹁
金
子
弥
平
紐
育
ヘ
派
出
ノ
義
ニ
付
伺
﹂︵
1‌

8‌

8‌

4
年
1
月
︑﹁
御
用
掛
金
子
彌
平
米
国
紐
育
ヘ
派
遣
ノ
件
﹂﹃
公
文
録
・
明
治

十
七
年
・
第
百
九
十
一
巻
・
明
治
十
七
年
一
月
～
六
月
・
官
吏
進
退︵
大
蔵
省
︶﹄︑
国
立
公
文
書
館
︑
請
求
番
号
：
公

0‌

3‌

8‌

5‌

5‌

1‌

0‌

0
︶に
は
︑
金
子
の
渡
航
目
的
が
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
︒
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横
浜
正
金
銀
行
ヲ
シ
テ
取
扱
ハ
シ
メ
候
海
外
荷
為
替
ノ
義
ハ
近
来
正
貨
収
得
ノ
急
ナ
ル
ヨ
リ
追
々
上
申
候
通
リ
漸
次
其
取
組
高
モ

増
加
致
シ
就
中
米
国
紐
育
へ
直
輸
出
ス
ル
貨
物
ハ
最
モ
多
ク
隋
テ
其
金
高
モ
亦
一
ケ
年
数
百
万
圓
ノ
巨
額
ニ
有
之
而
シ
テ
右
等
為

替
荷
物
該
地
へ
到
達
ノ
上
其
取
締
方
幷
ニ
為
替
金
徴
収
等
我
領
事
一
人
ニ
シ
テ
取
扱
来
候
得
共
其
事
務
頗
ル
繁
劇
ニ
渉
リ
一
人
ニ

テ
ハ
手
廻
リ
兼
可
申
候
就
テ
ハ
今
般
當
省
准
癸
任
御
用
掛
金
子
弥
平
ヲ
該
地
へ
派
出
セ
シ
メ
専
ラ
為
替
ノ
取
扱
方
ヲ
助
務
セ
シ
メ

申
度
ト
存
候
間
前
同
人
該
地
へ
出
張
ノ
義
至
急
御
命
令
相
成
候
様
致
度
此
段
相
伺
候
也

　
　
　

明
治
十
七
年
三
月
十
八
日　
　
　
　
　
　

大
蔵
卿
松
方
正
義

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

太
政
大
臣
三
条
實
実
殿

福
澤
が
金
子
に
宛
て
た
書
簡
な
ど
か
ら
︑
梧
陵
の
渡
米
の
世
話
を
積
極
的
に
行
っ
た
の
が
同
氏
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
︒
次
の
書
簡（
（1
（

か
ら
︑
渡
米
準
備
と
し
て
小
幡
篤
次
郎（
（2
（

︑
森
村
市
左
衛
門（
（2
（

な
ど
が
招
集
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
︒

明
治
十
七
年
五
月
四
日　

金
子
彌
平
宛

 

﹁
益
御
清
寧
奉
拝
賀
︒
過
日
も
一
寸
申
上
置
候
通
り
︑
御
出
発
も
迫
り
候
義
に
付
而
者
本
月
七
日︵
午
後
四
時
か
ら
五
時
之
間
︶態

ト
御
来
光
を
願
度
︒
客
ハ
小
幡
︑
森
村
︑
濱
口
等
︑
六
︑
七
名
之
小
集
ニ
御
座
候
︒
何
卒
御
繰
合
御
来
車
奉
願
候
︒
右
御
案
内
申

上
︑
御
差
支
之
有
無
︑
乍
御
面
倒
御
一
報
奉
願
候
︒
早
々
頓
首
︒

　
　
　

五
月
四
日　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

福
澤
諭
吉

　
　
　
　

金
子
彌
平
様　

梧
下
﹂

ま
た
︑
横
浜
出
港
直
前
の
五
月
二
十
七
日
に
は
︑
紐
育︵
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
︶に
あ
っ
た
森
村
組
の
村
井
保
固（
（2
（

と
米
国
留
学
中
の
長
男
一
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太
郎
に
宛
て
た
書
簡（
（2
（

で
梧
陵
の
渡
米
を
知
ら
せ
て
い
る
︒

明
治
十
七
年
五
月
二
十
七
日　

村
井
保
固
宛

 

﹁︵
前
文
略
︶今
便
に
は
金
子
彌
平
大
蔵
省
の
御
用
に
て
渡
米
︑
是
も
前
年
久
し
く
弊
宅
に
居
り
︑
賤
息
共
幼
稚
の
時
よ
り
知
る
者

な
り
︒
又
濱
口
梧
陵
と
申
人
︑
是
は
紀
州
の
豪
家
︑
財
産
も
澤
山
有
之
︑
身
は
郷
士
な
れ
共
︑
明
治
の
初
年
に
は
旧
紀
藩
の
参
事

を
も
奉
職
し
︑
地
方
有
名
の
人
物
︑
小
生
は
二
十
年
来
の
相
談
︑
立
派
な
る
ゼ
ン
ト
ル
メ
ン
な
り
︒
老
士
老
し
て
益
盛
︑
今
回
洋

行
を
存
立
︑
金
子
氏
と
同
道
い
た
し
候
に
付
て
は
︑
何
れ
貴
社
の
御
約
介
可
相
成
︑
蒡
以
市
太
郎
君
豊
君
へ
も
当
地
に
て
毎
度
御

目
に
掛
り
︑
百
事
御
依
頼
申
候
義
︑
必
ず
本
社
よ
り
御
通
知
も
可
有
之
存
候
得
共
︑
右
の
御
含
を
以
て
御
世
話
奉
願
候
︒
濱
口
氏

は
従
者
一
名︵
佐
助
と
申
す
忠
儀
商
人
な
り
︶︑
外
に
高
島
小
金
治
︑
書
記
と
し
て
付
属
い
た
し
候
︒
高
島
も
兼
て
洋
行
は
熱
中
所

望
の
処
︑
此
度
こ
そ
幸
に
志
を
達
し
候
次
第
︑
濱
口
君
は
米
国
に
て
暑
を
過
ご
し
︑
秋
涼
を
待
っ
て
渡
英
︑
之
を
根
本
と
し
て
諸

国
を
巡
視
︑
当
冬
は
伊
太
利
に
居
て
︑
夫
よ
り
印
度
海
帰
朝
︑
大
凡
壹
年
間
の
漫
遊
︑
或
は
遊
び
ご
こ
ろ
が
好
け
れ
ば
今
少
し
延

び
て
も
不
苦
︑
又
或
は
面
白
く
な
け
れ
ば
早
く
帰
る
と
申
︑
自
由
自
在
な
り
︒
依
っ
て
案
ず
る
に
︑
米
国
滞
留
中
は
彼
の
ド
ク
ト

ル
シ
モ
ン
ズ（
（2
（

氏
杯
︑
日
本
の
事
情
を
知
ら
ん
と
す
る
要
あ
れ
ば
︑
或
は
氏
を
東
道
之
主
人
と
し
て
米
国
の
事
情
視
察
杯
︑
好
方
便

か
と
も
存
候
︒
尚
御
考
可
被
下
候
︒
い
才
ハ
は
本
人
御
目
に
掛
り
し
上
︑
尚
高
島
氏
よ
り
も
御
相
談
可
申
上
︑
何
分
に
も
宣
布
奉

願
候
︒
早
々
頓
首
︒﹂

こ
の
書
簡
に
も
﹁
二
十
年
来
の
相
談
﹂
と
記
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
︑
梧
陵
の
長
年
待
ち
続
け
た
海
外
視
察
が
実
現
す
る
こ
と
に
福
澤

が
喜
び
︑
自
身
の
人
脈
を
使
っ
て
最
大
限
の
支
援
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
︒
同
日
︑
一
太
郎
に
宛
て
た
書
簡（
（2
（

は
次
の
通
り
で
あ
る
︒
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明
治
十
七
年
五
月
二
十
七
日　

福
沢
一
太
郎
宛

 
﹁︵
前
文
略
︶今
便
に
は
金
子
彌
平
氏
渡
米
︑
日
本
の
事
情
詳
に
承
知
あ
り
度
︑
又
兼
て
貴
様
の
知
る
浜
口
梧
陵︵
旧
儀
兵
衛
︶君
が

俄
に
思
立
︑
高
島
小
金
次︵
マ
マ
︶付
属
い
た
し
候
︒
何
れ
面
会
の
義
に
可
有
之
︑
随
分
米
国
も
日
本
人
に
て
賑
々
数
相
成
候
事
ト

存
候
︒
右
要
用
而
己
︒
早
々
以
上
︒

　
　
　

五
月
廿
七
日　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

諭
吉

　
　
　
　
　
　
　

一
太
郎
殿

金
子
彌
平
氏
之
実
弟
金
子
勤
三︵
金
蔵
︶モ
︑
今
便
兄
と
同
道
い
た
し
候
︒
年
ハ
二
十
一
歳
な
り
︒
是
ま
て︵
マ
マ
︶本
塾
ニ
在
り
︒

此
程
ハ
何
れ
へ
か
転
校
い
た
し
候
哉
︒
手
紙
を
送
る
ニ
者
何
と
名
当
し
て
宜
し
き
や
︑
至
急
報
道
被
致
都
度
︒
此
度
ハ
森
村
組
村

井
ま
で
さ
し
出
置
候
間
︑
同
組
よ
り
届
候
義
ニ
可
有
之
在
候
︒﹂

幸
い
な
こ
と
に
︑
筆
者
は
金
子
彌
平
の
弟︵
四
男
︶友
之
助
氏
の
曾
孫
で
あ
る
金
子
宗
徳
氏
か
ら
も
い
ろ
い
ろ
と
資
料
を
提
供
し
て
頂

い
た
︒﹃
梧
陵
伝
﹄
に
も
書
か
れ
て
い
る
よ
う
に
﹁
支
那
通
﹂︵
英
文
の
支
那
総
論
六
冊
を
梧
陵
に
紹
介
し
た
と
あ
る（
（2
（

︶で
あ
っ
た
金
子
は
︑

梧
陵
に
と
っ
て
渡
航
中
一
番
の
話
し
相
手
だ
っ
た
と
推
測
さ
れ
る
︒
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
で
客
死
す
る
こ
と
が
な
け
れ
ば
︑
言
葉
通
り
イ
ン

ド
か
ら
中
国
に
も
足
を
延
ば
し
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
︒
な
お
︑
金
子
は
帰
国
後
︑
主
税
局
酒
税
課
に
異
動
し
︑
正
七
位
に
叙
せ
ら

れ
た
︒
明
治
二
十
一
年︵
一
八
八
八
︶二
月
二
十
日
︑
宇
佐
美
延
枝
と
結
婚
す
る
︒
和
歌
山
藩
士
・
宇
佐
美
興
栄
の
妹
で
あ
っ
た
延
枝
は
︑

東
京
女
子
師
範
学
校︵
現
お
茶
の
水
女
子
大
学
︶を
卒
業
し
た
後
︑
金
沢
や
東
京︵
麻
布
英
和
女
学
校
︶で
和
漢
文
の
教
鞭
を
執
っ
た
︒

余
談
で
は
あ
る
が
︑
弟
勤
三
は
紐
育
在
領
事
で
あ
っ
た
高
橋
新
吉
の
薦
め
も
あ
り
︑
ペ
ン
シ
ル
バ
ニ
ア
州
ラ
ン
カ
ス
タ
ー
に
あ
る
フ

ラ
ン
ク
リ
ン
＆
マ
ー
シ
ャ
ル
大
学︵Franklin‌&

‌M
arshall‌College

︶の
予
科
に
籍
を
置
く
こ
と
に
な
る
︒
金
子
彌
平
が
帰
国
し
た
後

も
同
校
に
残
り
︑
伝
道
者
の
道
を
選
ぶ
︒
在
学
時
に
交
友
を
深
め
たW

.‌E.‌

ホ
ー
イ︵W

illiam
‌Edw

in‌H
oy

︶と
押
川
方
義
が
創
立
し
た
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仙
台
の
神
学
校︵
現
東
北
学
院
大
学
︶で
旧
約
学
の
教
授
に
就
任
す
る
こ
と
が
内
定
し
て
い
た
の
だ
が
︑
ヘ
ブ
ラ
イ
語
な
ど
の
研
究
の
為

に
帰
国
を
延
ば
す
こ
と
に
な
る
︒
運
悪
く
し
て
︑
肺
の
疾
患
に
倒
れ
た
勤
三
は
再
び
日
本
の
地
を
踏
む
こ
と
な
く
︑
そ
の
短
い
生
涯
を

閉
じ
た（
（2
（

︒

三
―
七
、　
鍋
倉
　
直

金
子
彌
平
と
共
に
海
を
渡
っ
た
の
は
︑
後
に
横
浜
正
金
銀
行
サ
ン
フ
ラ

ン
シ
ス
コ
支
店
長
と
な
る
鍋
倉
直
で
あ
る
︒
金
子
の
渡
航
目
的
か
ら
考
え

て
︑
同
氏
の
任
務
遂
行
の
為
の
パ
ー
ト
ナ
ー
と
し
て
の
渡
米
だ
っ
た
の
で

は
な
い
だ
ろ
う
か
︒

専
門
家
の
評
価
は
酷
い
が
︑
銀
行
簿
記
の
実
践
と
隔
絶
し
た
珍
し
い
本

と
さ
れ
る
﹃
国
立
銀
行
簿
記
一
斑
﹄︵
明
治
十
二
年
三
月
︶を
著
し
て
い
る
︒

そ
の
内
容
か
ら
簿
記
の
本
と
し
て
は
酷
評
も
さ
れ
る
が
︑
渋
沢
栄
一
が
序

文
を
記
し
て
い
て
︑
銀
行
簿
記
の
専
門
家
と
い
う
べ
き
藤
尾
録
郎
閲
と
あ

る
こ
と
か
ら
鍋
倉
の
著
書
の
存
在
は
無
視
で
き
な
い
よ
う
で
あ
る
︒
な
お
︑

日
本
に
於
け
る
西
洋
簿
記
学
の
最
初
の
文
献
は
福
澤
諭
吉
に
よ
っ
て
訳
さ

れ
た
﹃
帳
合
之
法
﹄︵
初
篇
明
治
六
年
六
月
刊
︶で
あ
る
︒
明
治
五
年
十
月
に

大
蔵
省
紙
幣
寮
付
書
記
官
と
し
て
招
聘
さ
れ
た
英
国
の
銀
行
家
シ
ャ
ン
ド

︵A
lexander‌A

llan‌Shand

︶の
講
述
を
底
本
と
し
た
﹃
銀
行
簿
記
精
法
﹄

帳合之法
（慶應義塾福澤研究センター所蔵）
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︵
明
治
六
年
十
二
月
刊
︶が
続
い
て
刊
行
さ
れ
る
︒

﹃
帳
合
之
法
﹄
は
︑
ア
メ
リ
カ
で
チ
ェ
ー
ン
展
開
さ
れ
て
い
た
商
業
学
校
六
十
校
ほ
ど
を
経
営
し
て
い
た
ブ
ラ
イ
ア
ン
ト
＆
ス
ト
ラ

ッ
ト
ン
共
著
の
学
校
用
簿
記
教
科
書︵Bryant‌and‌Stratton,‌Com

m
on‌School,‌Book-keeping

︶を
翻
訳
し
た
も
の
で
あ
る
︒
興
味

深
い
こ
と
に
︑
福
澤
訳
の
﹃
帳
合
之
法
﹄
を
教
科
書
と
し
て
使
っ
た
﹁
簿
記
﹂
と
﹁
商
業
実
践
﹂
の
授
業
を
行
っ
た
の
は
︑
初
代
文
部
大

臣
森
有
礼
が
明
治
八
年︵
一
八
七
五
︶に
銀
座
尾
張
町
に
開
講
し
た
私
塾
商
法
講
習
所
で
あ
っ
た
︒
そ
こ
に
は
︑
教
師
と
し
て
︑
後
に
日

本
銀
行
総
裁
と
な
る
富
田
鉄
之
助
が
招
聘
し
た
自
身
の
恩
師
で
あ
るW

.‌C.‌

ホ
イ
ッ
ト
ニ
ー︵W

illiam
‌Cogsw

ell‌W
hitney

︶が
い
た
︒

四
、　
梧
陵
ら
に
影
響
を
与
え
た
福
澤
諭
吉
の
世
界
観

梧
陵
が
渡
米
す
る
前
年
に
発
行
さ
れ
た
﹃
時
事
新
報
﹄︵
明
治
十
六
年
十
月
五
日
︶に
次
の
よ
う
な
社
説
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
︒

　
　
　
﹁
内
閣
諸
公
ノ
洋
行
ヲ
望
ム
﹂

 

︵
前
文
略
︶我
内
閣
中
已
ニ
海
外
ニ
遊
ビ
タ
ル
人
ア
リ
又
未
ダ
之
ヲ
為
サ
ル
ゝ
人
ア
リ
固
ヨ
リ
其
既
遊
ト
未
遊
ト
ニ
依
テ
未
ダ
遽
ニ

其
人
物
ノ
如
何
ヲ
評
ス
ベ
カ
ラ
ズ
ト
雖
モ
而
カ
モ
巳
ニ
久
シ
ク
外
国
ニ
在
テ
親
シ
ク
文
明
ノ
近
況
ヲ
目
撃
シ
タ
ル
人
ト
足
未
ダ
海

外
ノ
地
ヲ
踏
マ
ザ
ル
人
カ
仮
令
ニ
之
ヲ
践
ム
モ
爾
来
歳
月
既
ニ
久
シ
キ
者
ト
ハ
文
明
ノ
進
行
ヲ
急
グ
ノ
応
ニ
モ
自
カ
ラ
感
覚
ヲ
翼

ニ
ス
ル
所
ア
ル
ヲ
免
レ
ザ
ル
ベ
シ
果
タ
シ
テ
然
ラ
バ
特
ニ
欧
米
諸
国
ヲ
巡
遊
シ
テ
其
実
際
ヲ
視
察
ス
ル
ハ
随
分
緊
要
ノ
事
柄
ア
リ

ト
云
テ
不
可
ナ
カ
ル
ベ
シ

こ
の
記
事
は
︑
福
澤
が
特
に
﹁
政
治
家
﹂
に
対
し
て
海
外
視
察
の
重
要
性
を
訴
え
た
も
の
で
あ
る
が
︑
梧
陵
が
渡
米
す
る
前
後
に
は
︑

 68 



そ
の
渡
米
推
励
論
は
一
般
の
個
人
に
向
け
た
も
の
と
な
り
︑
多
く
の
留
学
生
が
海
を
渡
る
よ
う
に
な
る
︒
そ
の
内
容
は
︑
今
で
云
う
ア

メ
リ
カ
ン
・
ド
リ
ー
ム
で
あ
り
︑
民
主
主
義
・
資
本
主
義
へ
の
期
待
の
表
れ
で
も
あ
る
社
説
が
そ
の
後
も
続
い
て
掲
載
さ
れ
て
い
る
︒

一
八
八
四
年
三
月
二
十
五
日
の
﹁
米
国
は
志
士
の
棲
處
な
り
﹂︑
四
月
十
六
日
の
﹁
富
を
作
る
の
地
を
檡
む
可
し
﹂︑
七
月
一
日
の
﹁
富

喜
功
名
は
親
譲
り
の
國
に
限
ら
ず
﹂
が
︑
そ
れ
ら
で
あ
る（
（2
（

︒

な
お
︑
廃
藩
置
県
前
の
和
歌
山
藩
で
は
︑
梧
陵︵
当
時
︑
大
広
間
席
学
習
館
知
事
︶ら
に
よ
っ
て
全
国
に
先
駆
け
た
近
代
化
の
手
始
め

と
し
て
洋
学
所
﹁
共
立
学
舎
﹂︵
明
治
三
年
八
月
二
十
四
日（
（2
（

︶が
設
立
さ
れ
る
な
ど
の
教
育
改
革
が
行
わ
れ
︑
ま
た
プ
ロ
シ
ア
か
ら
カ
ー

ル
・
ケ
ッ
ペ
ン
を
招
聘
し
て
の
兵
制
改
革
に
も
乗
り
出
し
た
︒
し
か
し
︑
福
澤
の
招
聘
に
失
敗
し
た
こ
と
で
﹁
共
立
学
舎
﹂
は
︑
梧
陵

の
思
い
描
い
た
使
命
を
果
た
さ
ず
に
幕
を
引
く
こ
と
に
な
る
︒
梧
陵
の
渡
米
に
は
︑
こ
の
よ
う
な
積
年
の
思
い
が
込
め
ら
れ
て
い
た
の

で
は
な
い
だ
ろ
う
か
︒

二
〇
一
七
年
︑
耐
久
高
校
に
蔵
書
さ
れ
た
四
千
冊
に
及
ぶ
﹁
梧
陵
文
庫
﹂
の
整
理
作
業
を
筆
者
も
手
伝
わ
せ
て
頂
く
機
会
が
あ
っ
た
︒

そ
の
際
︑﹁
共
立
学
舎
﹂
で
使
用
さ
れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
慶
應
義
塾
読
本
﹃
英
文
典
﹄
と
い
う
英
文
法
の
初
級
本
が
見
つ
か
っ
た
︒

こ
の
発
見
か
ら
も
︑
福
澤
と
梧
陵
の
英
語
教
育
を
通
し
て
の
想
い
が
伝
わ
っ
て
く
る（
（3
（

︒
日
本
の
近
代
化
の
必
要
性
を
感
じ
て
い
た
福
澤

の
目
に
は
︑
西
洋
文
物
の
輸
入
が
喫
緊
の
課
題
と
映
っ
て
い
た
で
あ
ろ
う
︒
そ
の
任
務
を
受
け
た
の
が
門
下
生
の
早
矢
仕
有
的（
（3
（

で
あ
る
︒

西
洋
の
書
籍
︑
薬
品
︑
雑
貨
な
ど
の
輸
入
を
手
が
け
る
丸
屋︵
丸
善
︶が
横
浜
に
開
業
し
た
こ
と
が
海
外
か
ら
知
識
を
得
る
転
換
期
だ
っ

た
と
も
言
え
よ
う
︒

五
、　
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
領
事
　
高
橋
新
吉

残
念
な
が
ら
︑
梧
陵
の
世
界
一
周
巡
察
の
旅
も
不
治
の
病
の
為
︑
思
い
半
ば
で
終
わ
り
を
告
げ
る
こ
と
に
な
る
︒
梧
陵
の
逝
去
を
伝
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え
る
﹃
時
事
新
報
﹄
の
記
事︵
明
治
十
八
年
四
月
二
十
三
日
付
︶は
次
の
通
り
で
あ
る
︒

○
濱
口
梧
陵
氏　

紀
伊
有
田
郡
広
村
の
豪
農
濱
口
梧
陵
氏
は
六
十
余
歳
の
老
齢
に
も
似
合
わ
ず
精
神
の
活
発
な
る
と
安
政
年
度
生

ま
れ
の
壮
年
輩
を
も
愧
死
せ
し
む
る
程
な
り
し
が
去
年
五
月
急
に
世
界
一
週︵
マ
マ
︶の
事
を
思
立
ち
東
京
三
田
慶
應
義
塾
の
高
島

小
金
治
氏
を
伴
い
先
ず
米
国
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
に
至
り
夏
の
間
は
専
ら
其
地
方
を
遊
歴
し
秋
に
入
り
て
東
部
諸
州
を
巡
り
其
間

重
も
に
ニ
ウ
ヨ
ー
ク
府
を
旅
寓
の
本
拠
と
致
し
居
た
り
然
る
に
前
便
在
米
国
社
友
の
許
よ
り
本
社
に
達
し
た
る
三
月
十
一
日
ニ
ウ

ヨ
ー
ク
府
発
の
書
中
に
濱
口
氏
は
過
般
来
病
気
に
て
臥
床
し
居
れ
り
格
別
の
事
に
は
な
ら
ざ
れ
ど
も
老
体
ゆ
え
兎
角
用
心
肝
要
な

る
べ
し
氏
は
全
快
の
上
予
期
の
如
く
欧
州
へ
赴
く
つ
も
り
な
れ
ど
も
旅
中
過
労
の
恐
れ
も
あ
る
ゆ
え
一
先
ず
日
本
へ
帰
る
方
よ
ろ

し
か
ら
ん
と
忠
告
し
置
き
た
り
と
あ
り
其
後
氏
の
留
守
宅
よ
り
も
帰
国
を
促
が
す
書
信
を
送
り
た
る
よ
し
に
伝
聞
志︵
マ
マ
︶た
り

し
が
昨
朝
左
の
凶
聞
在
ニ
ウ
ヨ
ー
ク
府
の
高
橋
領
事
よ
り
氏
の
留
守
宅
へ
達
し
た
る
よ
し
実
に
気
の
毒
な
り

　
　
　

四
月
廿
一
日
ニ
ウ
ヨ
ー
ク
発
電
報

濱
口
氏
今
朝
死
去
遺
骸
ハ
次
ノ
郵
船
ニ
テ
送
ル
ベ
シ

﹃
梧
陵
伝
﹄
に
は
︑
梧
陵
の
滞
米
中
に
﹁
百
般
の
斡
旋
を
な
し
居
た
る
﹂
人
物
と
し
て
︑
九
鬼
隆
一
特
命
全
権
大
使
の
名
前
が
記
さ

れ
て
い
る
︒
し
か
し
︑
九
鬼
は
首
都
ワ
シ
ン
ト
ン
を
拠
点
に
行
動
を
し
て
い
た
こ
と
か
ら
︑
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
滞
在
中
の
梧
陵
ら
の
世
話

を
実
際
に
し
て
い
た
の
は
︑
記
事
に
あ
る
よ
う
に
梧
陵
の
訃
報
を
留
守
宅
に
伝
え
た
﹁
高
橋
領
事
﹂
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
︒

﹁
高
橋
領
事
﹂
こ
と
︑
高
橋
新
吉
に
関
し
て
知
る
人
は
殆
ど
い
な
い
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
︒
筆
者
は
︑
次
の
よ
う
な
経
歴
を
持
つ

高
橋
に
最
も
興
味
を
惹
か
れ
た
︒

慶
応
元
年︵
一
八
六
五
︶に
は
︑﹃
薩
摩
辞
書（
（3
（

﹄
と
呼
ば
れ
る
日
本
で
最
初
の
活
版
印
刷
の
英
和
辞
書
を
同
郷
の
前
田
献
吉
︑
前
田
正
名
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兄
弟
と
共
に
留
学
の
費
用
を
作
る
た
め
に
編
集
し
︑
上
海
で
出
版
し
て
い
る
︒
大
正
七
年
十
一
月
三
十
日
付
の
公
文
書
﹁
正
五
位
勲
二

等
男
爵
高
橋
新
吉
特
旨
叙
位
ノ
件
﹂︵﹁
男
爵
高
橋
新
吉
特
旨
叙
位
ノ
件
﹂︑﹃
叙
位
裁
可
書
・
大
正
七
年
・
叙
位
巻
二
十
七
﹄︑
国
立
公
文

書
館
︑
叙
0‌

0‌

5‌

7‌

1‌

1‌

0‌

0
︶と
題
さ
れ
た
公
文
書
に
記
さ
れ
た
同
氏
の
紹
介
文
に
よ
れ
ば
︑﹁
明
治
三
年
自
費
ヲ
以
テ
海
外
留
学
申

付
ラ
レ
在
留
四
年
ニ
シ
テ
帰
朝
﹂
と
あ
り
︑
そ
の
志
を
全
う
し
た
こ
と
が
伺
え
る（
（3
（

︒
そ
の
後
︑
当
時
の
租
税
寮
に
出
仕
し
た
こ
と
を
皮

切
り
に
官
僚
と
し
て
活
躍
し
た
︒

実
は
︑
梧
陵
と
高
橋
と
の
不
思
議
な
縁
を
感
じ
る
の
は
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
で
の
客
死
だ
け
で
は
な
い
︒
小
泉
八
雲
と
服
部
一
三
の
運
命

的
な
出
会
い
の
場
と
な
っ
た
ニ
ュ
ー
オ
ー
リ
ン
ズ
で
開
催
さ
れ
た
﹁
万
国
工
業
兼
棉
百
年
期
博
覧
会（
（3
（

﹂
へ
の
参
加
を
実
現
さ
せ
た
の
は
︑

高
橋
の
本
博
賛
同
を
勧
説
す
る
複
数
の
長
文
の
書
簡︵
一
八
八
四
年
一
月
二
日
付
︑
同
年
三
月
二
十
日
付
外
務
大
輔
吉
田
清
成
宛
︶で
あ

っ
た
と
い
う（
（3
（

︒

ま
た
︑
帰
国
後
は
官
僚
か
ら
転
じ
て
九
州
鉄
道
会
社
長
と
し
て
十
数
年
勤
め
︑
貴
族
院
議
員
に
任
ぜ
ら
れ
た
後
︑
明
治
三
十
二
年
に

は
日
本
勧
業
銀
行
頭
取
と
華
麗
な
転
身
を
遂
げ
て
い
る
︒

六
、　
日
本
の
近
代
化
と
濱
口
家

滞
米
中
の
梧
陵
の
行
動
が
わ
か
る
資
料
は
︑﹃
梧
陵
伝
﹄
に
も
引
用
さ
れ
て
い
る
が
︑
明
治
十
八
年︵
一
八
八
五
︶五
月
二
十
五
日
付
の

﹃
交
詢
雑
誌（
（3
（

﹄
に
掲
載
さ
れ
た
福
澤
に
宛
て
ら
れ
た
書
簡
し
か
な
い
︒
そ
の
た
め
︑
こ
こ
か
ら
は
筆
者
の
想
像
を
含
め
て
考
察
す
る
︒

梧
陵
と
同
じ
船
に
乗
船
し
た
﹁
愉
快
な
仲
間
﹂
は
︑
仏
国
リ
ヨ
ン
領
事
館
に
赴
任
の
途
に
あ
る
官
僚
と
日
米
貿
易
を
円
滑
に
進
め
る

為
に
紐
育
領
事
館
に
赴
い
た
大
蔵
官
僚
或
は
為
替
取
引
な
ど
の
知
識
が
あ
る
銀
行
員
だ
っ
た
と
い
う
こ
と
に
な
る
︒
日
本
に
お
け
る
産
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業
の
近
代
化
の
礎
石
に
な
っ
た
の
は
︑
国
立
銀
行（
（3
（

の
創
設
と
西
欧
文
化
の
一
環
と
し
て
の
複
式
簿
記
方
を
会
計
制
度
の
基
盤
と
し
て
導

入
し
た
こ
と
だ
っ
た
と
言
わ
れ
る
が
︑
彼
ら
を
通
し
て
梧
陵
は
日
本
の
未
来
を
見
据
え
て
い
た
の
で
は
な
い
か
︒

し
か
し
︑
梧
陵
と
関
わ
っ
た
人
物
の
多
く
が
後
進
の
為
の
教
育
機
関
を
創
設
し
て
い
る
こ
と
か
ら
も
︑
梧
陵
が
最
も
興
味
を
持
っ
て

い
た
の
は
︑
ア
メ
リ
カ
で
の
教
育
の
現
状
で
は
な
か
っ
た
の
だ
ろ
う
か
︒
福
澤
の
書
簡
か
ら
︑
梧
陵
が
福
澤
の
信
頼
す
る
シ
モ
ン
ズ
医

師
の
故
郷
ポ
ー
キ
プ
シ
ー︵Poughkeepsie

︶を
訪
ね
て
い
る
こ
と
が
わ
か
っ
て
い
る
︒
そ
こ
に
は
︑
森
村
豊
が
実
践
的
ビ
ジ
ネ
ス
を
学

ん
だ
イ
ー
ス
ト
マ
ン
・
カ
レ
ッ
ジ（
（3
（

が
あ
り
︑
帰
国
後
に
﹁
耐
久
社
﹂
で
実
践
す
る
た
め
に
視
察
し
て
い
た
と
し
て
も
不
思
議
で
は
な
い
︒

梧
陵
の
息
子
担
氏（
（3
（

も
そ
う
だ
が
︑
梧
陵
が
高
島
小
金
治
に
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
か
ら
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
に
向
か
う
汽
車
の
中
で
語
っ
た

と
さ
れ
る
﹁
移
民
論（
（4
（

﹂
に
応
え
る
よ
う
に
︑
濱
口
家
か
ら
も
事
業
の
為
に
海
外
に
学
び
︑
欧
米
に
関
す
る
ビ
ジ
ネ
ス
書（
（4
（

を
出
版
す
る
人

物
も
出
て
く
る
な
ど
日
本
の
近
代
化
に
順
応
し
て
い
っ
た
︒
実
業
家
と
し
て
成
功
し
た
の
が
九
代
濱
口
吉
右
衛
門︵
容
所
氏
︶で
︑
そ
の

活
躍
は
電
力
開
発︵
九
州
電
力
︑
猪
苗
代
水
力
電
気
︶︑
紡
績︵
富
士
紡
績
︶︑
銀
行︵
豊
国
銀
行
︶︑
植
林
と
幅
広
い
も
の
だ
っ
た
︒
ま
た
︑

梧
陵
の
孫
に
あ
た
る
十
代
濱
口
儀
兵
衛︵
梧
洞
氏
︶は
︑
吉
右
衛
門
の
勧
め
で
︑
帝
国
大
学
理
学
部︵
化
学
専
攻
︶を
一
年
で
退
学
し
︑
鐘

淵
紡
績
の
技
師
の
洋
行
に
伴
わ
れ
て
世
界
漫
遊
の
途
に
登
っ
て
い
る
︒
帰
国
後
︑
そ
の
才
覚
で
ヤ
マ
サ
醬
油
の
事
業
基
盤
を
盤
石
な
も

の
に
し
て
い
く
の
で
あ
る
︒

注
　
釈

︵
1
︶杉
村
廣
太
郎
著
﹃
楚
人
冠
全
集　

第
七
卷
﹄日
本
評
論
社
︑
昭
和
十
二
年
︒

︵
2
︶突
組
を
ひ
き
い
て
有
川
湾
に
や
っ
て
き
た
ク
ジ
ラ
突
き
は
︑
湯
浅
の
庄
助
や
平
次
︑
古
座
の
三
郎
太
郎
︑
広
の
又
左
衛
門
︑
藤
代︵
白
︶の
久
左
右
衛
門
な

ど
で
あ
る︵
辻
唯
之
﹃
五
島
の
ク
ジ
ラ
と
り
物
語
﹄︶︒
奈
良
尾
町︵
広
川
町
と
姉
妹
関
係
︶に
は
︑
慶
長
の
頃︵
一
五
九
六
～
一
六
一
四
︶よ
り
︑
同
町
に
お
い

て
釣
漁
を
営
む
紀
州
広
村
の
漁
師
集
団
の
記
録
が
あ
る
︒
寛
延
の
頃︵
一
七
四
八
～
五
〇
︶︑
同
町
に
お
い
て
鰯
漁
を
営
む
紀
州
広
村
の
戸
田
長
兵
衛
︑
久
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徳
六
部
兵
衛
︑
岩
本
若
左
衛
門
︑
鍵
屋
市
部
兵
衛
︑
安
田
七
兵
衛
︑
高
蒲
権
次
郎
の
記
録
が
あ
る
︒
寛
永
二
年︵
一
六
二
五
︶か
ら
万
延
元
年︵
一
八
六
〇
︶

に
至
っ
て
︑
こ
の
地
妙
典
無
縁
墓
地
に
眠
る
百
五
十
余
基
の
紀
州
広
村
の
漁
師
の
記
録
が
あ
る
︒
以
上
︑
法
村
剛
一
﹃
夕
映
え
の
海
︱
五
島
と
紀
州
の
漁

師
︱
﹄︵
昭
和
堂
印
刷
︑
一
九
八
九
︶︒

︵
3
︶古
式
捕
鯨
発
祥
の
地
と
さ
れ
る
太
地
は
︑
当
地
の
豪
族
︑
和
田
家
一
族
の
忠
兵
衛
頼
元
が
尾
張
師
崎︵
知
多
半
島
︶の
漁
師
・
伝
次
と
泉
州
堺
の
浪
人
伊
右

衛
門
と
と
も
に
捕
鯨
技
術
の
研
究
を
進
め
︑
慶
長
十
一
年︵
一
六
〇
六
︶太
地
浦
を
基
地
と
し
て
大
々
的
に
突
獲
り
法
の
捕
鯨
を
始
め
た
︒﹁
和
田
浦
﹂
の
和

田
は
︑
和
田
一
族
の
名
前
に
由
来
す
る
と
思
わ
れ
る
︒
そ
の
他
︑
南
房
総
に
は
勝
浦
︑
白
浜
な
ど
紀
州
と
同
じ
地
名
が
多
い
︒

︵
4
︶Am

erican‌O
il‌&
‌Gas‌H

istorical‌Society

に
よ
る
﹁First‌A

m
erican‌O

il‌W
ell

﹂
を
参
照
の
こ
と
︒

　
　
https://aoghs.org/petroleum

-pioneers/am
erican-oil-history/

︵
最
終
閲
覧
2‌

0 

1 

9
年
10
月
27
日
︶

︵
5
︶後
藤
乾
一
﹁
ジ
ョ
ン
万
次
郎
・
平
野
廉
蔵
と
小
笠
原
諸
島
﹂︑﹁
１
．
洋
式
捕
鯨
の
導
入
﹂︑︵﹃
ア
ジ
ア
太
平
洋
討
究
﹄No.29, 

３
頁
︶を
参
照
の
こ
と
︒

︵
6
︶ ﹃
池
田
村
誌
﹄︵
池
田
公
民
館
︑
一
九
六
〇
︶に
は
︑
陸
奥
宗
光
と
共
に
﹁
高
橋
市
右
衛
門
﹂
と
い
う
人
物
が
渡
米
し
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
︒
濱
口
梧
陵

と
一
緒
に
と
も
記
さ
れ
て
い
る
が
︑
こ
れ
は
事
実
で
な
い
︒
ま
た
︑
羅
府
新
報
な
ど
邦
字
新
聞
に
は
﹁
高
橋
彌
太
郎
﹂
と
い
う
人
物
が
陸
奥
に
伴
わ
れ
て

渡
米
し
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
︒﹁
紀
伊
藩
﹂
の
留
学
生
と
の
表
記
も
あ
る
が
︑
当
時
和
歌
山
藩
か
ら
派
遣
さ
れ
た
留
学
生
の
記
録
は
な
い
︒
ま
た
︑
梧

陵
が
米
国
の
高
橋
邸
で
逝
去
し
た
と
の
記
述
も
あ
る
が
﹃
梧
陵
伝
﹄で
伝
え
ら
れ
て
い
る
事
実
と
は
異
な
る
︒

︵
7
︶千
葉
県
佐
倉
の
順
天
堂
二
代
目
当
主
の
佐
藤
尚
中
の
長
男
と
し
て
嘉
永
六
年︵
一
八
五
三
︶に
生
ま
れ
る
︒
叔
父
は
︑
外
交
官
と
し
て
名
を
馳
せ
る
林
董
︒

な
お
︑﹁
オ
ー
シ
ャ
ニ
ッ
ク
・
ク
ラ
ブ
﹂
の
メ
ン
バ
ー
は
︑
新
井
領
一
郎︵
商
法
講
習
所
一
期
生
︑
生
糸
輸
入
︶︑
森
村
豊︵
森
村
市
左
衛
門
の
弟
︑
紐
育
森

村
組
︶︑
伊
達
忠
七︵
三
井
物
産
︶︑
鈴
木
東
一
郎︵
丸
善
店
員
︑
慶
應
義
塾
出
身
︶︑
増
田
林
三
郎︵
製
茶
貿
易
︶で
あ
る
︒

︵
8
︶Daily‌A

lta‌California,‌D
ecem

ber‌27,‌1876‌ʻFam
ous‌Passage‌of‌the‌“O

ceanic”ʼ

　
　
D
aily‌A

lta‌California,‌Septem
ber‌8,‌1876‌ʻQ

uickest‌on‌Recordʼ

︵
9
︶明
治
三
陸
地
震
津
波
の
直
後
︑
ド
ー
リ
ッ
ク︵D

oric

︶号︵
一
八
九
六
年
七
月
五
日
ホ
ノ
ル
ル
着
︶で
ハ
ワ
イ
で
の
療
養
に
入
る
︒﹃
や
ま
と
新
聞
﹄一
八
九
六
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年
七
月
七
日
付
記
事
︒

︵
10
︶Daily‌A

lta‌California‌︵
発
行
期
間
一
八
四
九
年
十
二
月
十
日
～
一
八
九
一
年
六
月
二
日
︶は
作
家
マ
ー
ク
・
ト
ゥ
エ
イ
ン︵M

ark‌T
w
ain

︶と
の
関
係
で

有
名
な
桑
港
で
発
行
さ
れ
て
い
た
新
聞
で
あ
る
︒
津
本
陽
著
﹃
椿
と
花
水
木
﹄︵
幻
冬
舎
文
庫
︑
二
〇
〇
九
︶で
は
咸
臨
丸
の
桑
港
到
着
な
ど
を
報
じ
た
新
聞

と
し
て
記
さ
れ
て
い
る
︒
こ
の
新
聞
の
一
九
二
三
年
以
前
の
記
事
は
以
下
の
サ
イ
ト
で
閲
覧
で
き
る
︒California D

igital N
ew
spaper Collection, 

Center for Bibliographical Studies and Research, U
niversity of California, Riverside. 

　
　https://cdnc.ucr.edu
（
最
終
閲
覧
2 

0 

1 

9
年
10
月
27
日
）

︵
11
︶Palace‌H

otel︵
現
在
の
パ
レ
ス
ホ
テ
ル
︶は
︑
一
九
〇
六
年
の
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
大
地
震
の
後
に
建
て
替
え
ら
れ
た
も
の
︒
ホ
テ
ル
の
建
物
は
地
震
に

は
耐
え
た
よ
う
だ
が
︑
そ
の
後
発
生
し
た
大
火
で
焼
失
し
た
︒

︵
12
︶天
保
九
年︵
一
八
三
九
︶～
明
治
二
十
七
年︵
一
八
九
四
︶︒
薩
摩
藩
士
︑
外
交
官
︑
政
治
家︵
滋
賀
県
令
︶で
も
あ
る
︒
後
藤
象
二
郎
や
坂
本
龍
馬
ら
の
工
面

し
た
資
金
で
イ
ギ
リ
ス
に
密
航
留
学
す
る
︒
イ
ギ
リ
ス
公
使
・
パ
ー
ク
ス
襲
撃
事
件
で
パ
ー
ク
ス
を
救
う
︒
号
は
桜
洲︵
桜
州
山
人
︶︒
別
名
は
︑
横
山
休

之
進
︑
鮫
島
雲
城
︑
後
藤
休
次
郎
︑
田
中
幸
介
︑
中
井
弘
蔵
で
あ
り
︑
書
家
と
し
て
も
知
ら
れ
る
︒
鹿
鳴
館
の
名
付
け
親
で
も
あ
る
︒
著
書
に
﹃
合
衆
国

憲
法
略
記
﹄︵
松
原
岩
次
郎
︑
一
八
八
三
︶︑﹃
西
洋
紀
行
航
海
新
説
﹄︵
堺
屋
仁
兵
衛
︑
一
八
七
〇
︶︑﹃
魯
西
亜
土
耳
其
漫
遊
記
程
﹄︵
避
暑
洞
︑
一
八
七
八
︶な

ど
が
あ
る
︒
逸
話
が
多
く
︑
明
治
の
怪
傑
︑
奇
人
︑
滑
稽
家
と
し
て
知
ら
れ
た︵﹁
徳
富
蘇
峰
記
念
館
﹂
書
簡
検
索
資
料
︶︒

︵
13
︶元
々
堂
書
房
を
創
業
︑
児
童
教
育
の
図
書
な
ど
を
出
版
す
る
︒
早
稲
田
大
学
初
代
図
書
館
長
市
島
謙
吉
な
ど
と
交
友
が
あ
っ
た
︒
一
時
︑
東
京
市
議
を
務

め
る
︒

︵
14
︶一
八
四
一
～
一
八
九
一
︒
肥
前
長
崎
出
身
の
明
治
時
代
の
官
僚
︒
通
称
は
英
輔
︒
元
オ
ラ
ン
ダ
通
詞
で
民
部
省
に
入
り
︑
外
務
大
録︵
だ
い
さ
か
ん
︶︑
通

商
大
佑
に
進
む
︒
明
治
四
年
伊
達
宗
城
ら
に
従
い
清
に
渡
り
︑
日
清
修
好
条
規
締
結
に
あ
た
る
︒
在
清
初
代
領
事
︑
総
領
事
を
つ
と
め
︑
十
七
年
農
商
務

省
に
入
り
︑
通
商
局
長
と
な
る
︒
そ
の
後
実
業
界
に
転
じ
た
︒

︵
15
︶ア
ー
ネ
ス
ト
・
サ
ト
ウ︵Ernest‌M

.‌Satow

︶と
共
に
外
交
官
と
し
て
横
浜
に
い
た
シ
ー
ボ
ル
ト︵Philipp‌Franz‌von‌Siebold

︶の
長
子
ア
レ
ク
サ
ン
ダ
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ー︵A
lexander

︶と
思
わ
れ
る
︒
次
男
ハ
イ
ン
リ
ッ
ク︵H

einrich

︶は
当
時
オ
ー
ス
ト
リ
ア
公
使
館
書
記
官
を
務
め
て
い
た
︒

︵
16
︶明
治
十
一
年︵
一
八
七
八
︶︑
榎
本
武
揚
駐
ロ
シ
ア
公
使
が
︑
ロ
シ
ア
で
ペ
ル
シ
ャ
国
王︵
ガ
ー
ジ
ャ
ー
ル
朝
第
四
代
ナ
ー
セ
ロ
ッ
デ
ィ
ー
ン
・
シ
ャ
ー
︶お

よ
び
総
理
大
臣
と
会
見
し
た
こ
と
が
︑
明
治
の
日
本
と
ペ
ル
シ
ャ
と
の
交
流
の
き
っ
か
け
と
な
っ
た
︒
特
使
派
遣
を
知
ら
せ
る
井
上
馨
外
務
卿
か
ら
ペ
ル

シ
ャ
外
務
卿
へ
の
通
牒︵
一
八
八
〇
年
四
月
一
日
付
︶に
よ
れ
ば
︑
こ
の
榎
本
公
使
と
ペ
ル
シ
ャ
国
王
と
の
会
見
を
き
っ
か
け
と
し
て
︑
両
国
間
に
通
商
協

定
を
結
ぶ
機
運
が
生
ま
れ
︑
交
易
の
準
備
と
し
て
商
況
調
査
の
た
め
の
使
節
団
が
派
遣
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
︒
特
使
に
選
ば
れ
た
の
は
︑
外
務
省
御
用

掛
の
吉
田
正
春
で
あ
る
︒
吉
田
は
幕
末
の
動
乱
に
際
し
て
土
佐
藩
の
改
革
に
あ
た
っ
た
吉
田
東
洋
の
息
子
で
︑
東
洋
が
土
佐
勤
王
党
に
よ
っ
て
暗
殺
さ
れ

た
後
は
後
藤
象
二
郎
の
も
と
で
育
て
ら
れ
た
経
歴
を
も
っ
て
お
り
︑
幕
末
か
ら
明
治
初
期
に
か
け
て
の
動
乱
を
体
感
し
て
き
た
人
物
で
あ
る
︒
使
節
団
に

は
︑
参
謀
本
部
か
ら
派
遣
さ
れ
た
古
川
宣
譽
陸
軍
工
兵
大
尉
︑
大
倉
組
副
社
長
の
横
山
孫
一
郎
と
同
社
員
の
土
田
政
次
郎
︑
七
宝
焼
陶
器
や
小
間
物
︑
金

銀
細
工
の
商
人
が
参
加
し
た
︒
使
節
団
の
国
王
謁
見
な
ど
詳
細
は
︑
次
の
外
務
省
﹁
外
交
史
料
館
﹂
を
参
照
の
こ
と
︒

　
　
https://w

w
w
.m
ofa.go.jp/m

ofaj/m
s/da/page25_000037.htm

l︵
最
終
閲
覧
2‌

0 

1 

9
年
10
月
27
日
︶

︵
17
︶ ﹁
中
東
に
お
け
る
石
油‌

︱
明
治
大
学
﹂
を
参
照
の
こ
と
︒

　
　
http://w

w
w
.isc.m

eiji.ac.jp/~tom
yam
/topics/topics11.htm

l︵
最
終
閲
覧
2‌

0 

1 

9
年
10
月
27
日
︶

︵
18
︶和
田
豊
治
は
︑
同
じ
中
津
出
身
の
﹁
日
米
貿
易
の
先
駆
者
﹂
と
呼
ば
れ
る
甲
斐
織
衛
の
興
し
た
﹁
甲
斐
商
店
﹂
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
支
店
で
も
働
い
て
い
た
︒

︵
19
︶ ﹃
福
澤
諭
吉
書
簡
集
﹄第
九
巻︵
岩
波
書
店　

二
〇
〇
三
︶二
六
六
頁
を
参
照
の
こ
と
︒

︵
20
︶一
八
四
二
～
一
九
〇
五
︒
第
三
代
慶
應
義
塾
塾
長
︒

︵
21
︶一
八
三
九
～
一
九
一
九
︒
森
村
財
閥
の
創
設
者
の
六
代
目
市
左
衛
門
︒
武
具
商
︑
陶
磁
器
業
な
ど
を
営
ん
だ
森
村
家
の
歴
代
当
主
が
市
左
衛
門
の
名
を
襲

名
し
た
︒
現
ノ
リ
タ
ケ
カ
ン
パ
ニ
ー
︑
東
洋
陶
器︵T

O
T
O

︶︑
日
本
碍
子
を
設
立
し
た
︒
明
治
二
十
二
年︵
一
八
八
九
︶に
︑
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
で
は
横
浜
正

金
銀
行
出
張
所
で
正
式
に
為
替
の
取
り
扱
い
が
開
始
さ
れ
る
迄
︑
個
人
へ
の
送
金
は
森
村
組
が
代
行
し
て
い
た
︒
従
っ
て
︑
梧
陵
へ
の
送
金
は
森
村
組
を

通
し
て
行
わ
れ
て
い
た
と
思
わ
れ
る
︒
な
お
︑
一
八
八
五
年
四
月
十
一
日
付
﹁Rockland‌County‌Journal

﹂
に
﹁T

he‌Japanese‌in‌N
ew
‌Y
ork

﹂
と
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い
う
記
事
が
あ
る
︒
十
六
年
前
か
ら
日
本
政
府
が
米
国
に
送
り
出
し
た
学
生
は
︑
お
よ
そ
二
五
〇
人
︒
岩
倉
使
節
団
の
米
国
視
察
が
ビ
ジ
ネ
ス
マ
ン
の
渡

米
に
き
っ
か
け
と
な
る
が
︑
特
に
米
国
建
国
百
年
を
記
念
し
た
一
八
七
六
年
の
万
博
が
大
き
な
影
響
を
与
え
た
︒
当
時
︑
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
在
住
の
中
国
人

が
三
千
人
︑
日
本
人
は
全
米
で
二
百
五
十
人
で
あ
っ
た
︒
個
人
で
の
渡
米
は
極
め
て
稀
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
︒

︵
22
︶一
八
五
四
～
一
九
三
六
︒
吉
田
藩︵
伊
予
国
︶御
船
手
生
ま
れ
︒
十
六
歳
の
時
︑
村
井
家
の
養
子
に
︑
理
解
あ
る
義
母
に
よ
り
学
問
へ
の
道
が
開
け
る
︒
二

十
四
歳
の
時
︑
慶
應
義
塾
に
入
学
︑
福
澤
諭
吉
の
教
え
を
受
け
る
︒
卒
業
後
︑
森
村
市
左
衛
門
翁
の
経
営
す
る
貿
易
商
社
森
村
組︵
現
森
村
商
事
︶に
入
社

す
る
︒
以
来
︑
渡
米
九
十
回
︑
太
平
洋
上
に
あ
る
こ
と
九
年
︑
持
ち
前
の
情
熱
と
誠
実
さ
で
活
躍
す
る
︒
六
十
七
歳
の
時
︑
養
母
の
恩
を
村
井
幼
稚
園
開

設
と
云
う
形
に
︑
旧
制
吉
田
中
学
校︵
現
愛
媛
県
立
吉
田
高
校
︶開
校
に
尽
力
す
る
︒
校
訓
は
同
氏
に
よ
る︵﹁
吉
田
高
校
創
立
者　

吉
田
三
傑
﹂
吉
田
高
校

提
供
資
料
よ
り
︶︒

︵
23
︶ ﹃
福
澤
諭
吉
全
集
﹄第
17
巻︵
岩
波
書
店
一
九
六
一
︶︑
書
簡
番
号
六
五
七
︑
六
六
八‌‌

―
六
七
〇
頁
を
参
照
の
こ
と
︒

︵
24
︶デ
ュ
ア
ン
・B

・
シ
モ
ン
ズ︵D

uane‌B.‌Sim
m
ons,‌

1‌

8 

3 

4
年
―
1 

8 

8 

9
年
︶は
医
師
で
ア
メ
リ
カ
・
オ
ラ
ン
ダ
改
革
派
教
会
が
日
本
に
初
め
て
派

遣
し
た
宣
教
師
の
一
人
で
あ
る
︒
明
治
四
年︵
一
八
七
一
︶六
月
二
十
三
日
付
﹁
大
学
東
校
へ
日
耳
曼
列
国
医
師
シ
モ
ン
ス
ヲ
雇
用
ス
﹂
に
よ
れ
ば
︑
遺
さ

れ
た
書
簡
か
ら
梧
陵
と
も
紀
州
藩
の
兵
制
改
制
な
ど
を
通
し
て
交
流
の
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
獨
逸
書
記
官
ケ
ン
プ
ル
マ
ン
の
紹
介
も
あ
り
︑
大
学
東
校
に

迎
え
ら
れ
る
こ
と
に
な
る︵
期
限
付
の
短
期
雇
用
だ
っ
た
よ
う
だ
が
︑
給
料
一
月
四
百
弗
と
あ
る
︶︒
明
治
三
年
に
発
疹
チ
フ
ス
で
苦
し
ん
で
い
た
福
澤
諭

吉
を
治
療
し
た
こ
と
が
き
っ
か
け
で
︑
シ
モ
ン
ズ
と
福
澤
は
生
涯
親
交
を
厚
く
し
た
︒

︵
25
︶ ﹃
福
澤
諭
吉
全
集
﹄第
17
巻︵
岩
波
書
店
一
九
六
一
︶︑
書
簡
番
号
六
五
八
︑
六
七
〇
―
六
七
二
頁
を
参
照
の
こ
と
︒

︵
26
︶金
子
彌
平︵
一
八
五
四
～
一
九
二
四
︶は
︑
現
在
の
岩
手
県
花
巻
市
の
商
家
に
生
ま
れ
る
︒
明
治
五
年︵
一
八
七
二
︶の
春
単
身
上
京
し
︑
福
澤
諭
吉
の
書
生

と
な
り
︑
翌
年
慶
應
義
塾
に
入
る
︒
満
州
開
拓
者
︑
実
業
家
︒
興
亜
会
や
黒
龍
会
と
い
っ
た
ア
ジ
ア
主
義
団
体
に
幅
広
く
通
じ
た
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ス
ト
の
魁

的
な
存
在
で
あ
る
︒
同
書
の
抄
訳
で
あ
る
﹃
支
那
總
説
﹄︵
全
三
巻
︶と
い
う
啓
蒙
書
を
刊
行
す
る
︹
明
治
十
四
年
十
二
月
︺︒
梧
陵
の
銚
子
に
あ
る
君
碑
の

撰
文
を
し
た
重
野
安
繹
が
序
文
を
書
い
て
い
る
︒
大
蔵
省
の
実
力
者
で
あ
っ
た
松
方
正
義
の
知
遇
を
得
た
︒
梧
陵
が
見
せ
ら
れ
た
本
は
支
那
研
究
者
・
宣

 76 



教
師Sam

uel‌W
ells‌W

illiam
s‌[1814.9.22︲1884.2.16]

の “T
he‌M

iddle‌K
ingdom

” 

と
思
わ
れ
る
︒

︵
27
︶金
子
宗
徳
氏︵
当
時
姫
路
獨
協
大
学
法
学
部
講
師
︶の
記
さ
れ
た
﹁
あ
る
明
治
の
キ
リ
ス
ト
者
︱
金
子
勤
三
の
生
涯
﹂
を
参
照
の
こ
と
︒

　
　
http://terget.3zoku.com

/sekitei/2008/note/2007/note23.htm
l︵

最
終
閲
覧
2‌

0 

1 

9
年
10
月
27
日
︶

︵
28
︶ ﹃
時
事
新
報
﹄一
八
八
四
年
三
月
二
十
五
日
付　
﹁
米
国
は
志
士
の
棲
處
な
り
﹂

　
　
 

﹁
米
国
の
富
榮
世
界
第
一
た
る
原
由
は
︑
千
萬
里
の
沃
野
に
放
つ
に
有
為
活
潑
の
人
民
を
以
っ
て
し
た
る
に
在
る
や
甚
だ
明
白
な
る
べ
し
︒
今
や
米
国
の

富
源
の
未
だ
人
間
の
開
發
を
經
ず
し
て
空
し
く
天
地
の
間
に
遺
棄
せ
ら
る
ゝ
者
尚
ほ
幾
許
あ
る
や
知
る
べ
か
ら
ず
︒
自
今
以
後
世
界
各
國
有
為
の
男
女
︑

西
よ
り
東
よ
り
北
よ
り
南
よ
り
相
競
ひ
て
此
美
國
に
來
集
し
︑
其
心
身
の
働
を
逞
す
る
こ
と
あ
ら
ん
に
は
︑
今
の
富
榮
に
又
幾
層
の
富
榮
を
重
ね
︑
遂
に

何
様
の
程
度
に
ま
で
達
す
べ
き
や
豫
め
こ
れ
を
図
り
知
る
べ
か
ら
ず
︒
米
国
の
前
途
は
春
如
海
と
云
ふ
べ
き
な
り
﹂

　
　

 

﹃
時
事
新
報
﹄一
八
八
四
年
四
月
十
六
日
付　
﹁
富
を
作
る
の
地
を
檡
む
可
し
﹂

　
　

 

﹁
爰
に
少
し
く
限
界
を
廣
め
て
海
外
諸
國
を
見
渡
せ
ば
︑
其
繁
盛
活
潑
の
度
︑
我
國
の
都
會
に
幾
倍
す
る
も
の
あ
る
知
ら
ず
︒
此
點
よ
り
考
ふ
れ
ば
我
東

京
の
如
き
も
︑
我
國
に
て
こ
そ
無
雙
の
都
府
と
な
れ
︑
之
を
海
外
の
大
都
會
に
比
較
す
れ
ば
或
は
東
洋
の
人
田
舎
と
し
て
見
る
も
可
な
ら
ん
︒
果
し
て
然

ら
ん
に
は
︑
金
を
儲
け
る
の
機
会
も
︑
此
田
舎
に
少
な
く
し
て
彼
の
大
都
会
に
多
き
こ
と
明
白
な
り
︒
特
に
北
米
合
衆
国
の
如
き
は
︑
事
物
日
新
の
國
に

し
て
︑
商
工
農
事
の
活
潑
繁
劇
な
る
︑
世
界
に
其
比
を
見
ざ
る
程
の
次
第
な
れ
ば
︑
機
会
に
乗
じ
て
暴
富
を
成
す
も
の
甚
だ
多
く
︑
當
時
米
国
有
名
の
金

穴
ゴ
ー
ル
ド
氏
等
の
如
き
︑
十
年
前
迄
は
實
に
天
秤
棒
一
本
の
身
分
な
り
し
者
が
︑
一
た
び
手
に
唾
し
て
風
雲
に
乗
ず
れ
ば
︑
富
を
得
る
こ
と
中
の
物
を

拾
う
が
如
く
︑
今
は
數
千
萬
の
身
代
と
な
り
て
民
間
の
萬
戸
侯
た
る
に
至
た
り
﹂

　
　

 

﹃
時
事
新
報
﹄一
八
八
四
年
七
月
一
日
付　
﹁
富
貴
功
名
は
親
譲
り
の
國
に
限
ら
ず
﹂

　
　

 

﹁
東
方
に
國
あ
り
︑
ア
メ
リ
カ
と
云
う
︒
國
新
し
く
し
て
人
少
な
く
︑
土
地
廣
く
し
て
気
候
美
な
り
︒
農
業
︑
工
業
︑
商
業
と
も
に
仕
事
澤
山
に
し
て
賃

銀
高
く
︑
親
譲
り
の
門
閥
も
な
く
財
産
も
な
く
︑
唯
一
ツ
の
己
れ
の
腕
前
を
恃
み
安
く
此
世
を
渡
ら
ん
と
す
る
に
は
︑
最
も
都
合
よ
き
國
柄
な
り
︒
殊
に

其
國
の
政
治
の
仕
組
は
合
衆
共
和
政
治
と
て
︑
人
民
の
投
票
に
て
四
年
目
毎
に
中
央
政
府
の
大
統
領
を
撰
び
︑
國
會
上
院
の
議
員
も
撰
び
︑
下
院
の
代
議
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士
も
撰
び
︑
下
て
各
州
の
知
事
︑
州
會
議
員
︑
判
事
︑
行
政
官
吏
に
至
る
ま
で
︑
人
民
の
撰
舉
に
出
る
も
甚
だ
多
く
︑
政
治
上
の
仕
事
年
中
絶
え
間
あ
る

こ
と
な
し
︒
投
票
は
多
數
に
決
す
る
規
則
な
る
ゆ
ゑ
︑
若
し
此
方
さ
へ
多
く
ば
︑
此
方
の
好
き
な
人
物
を
︑
議
員
に
出
す
も
知
事
に
擧
る
も
︑
時
の
都
合

次
第
︑
勝
手
次
第
な
り
︒
或
は
今
少
し
奮
發
し
て
︑
己
れ
自
ら
議
員
︑
知
事
と
為
り
て
︑
議
政
為
政
の
大
権
を
握
る
も
勝
手
な
ら
ん
﹂

︵
29
︶ ﹃
和
歌
山
県
史　

前
記
一
﹄︵﹁
和
歌
山
県
史
前
記
︑
和
歌
山
藩
史
︑
政
治
藩
治
・
外
国
人
傭
使
・
工
業
・
賑
恤
・
祭
典
・
戸
口
・
風
俗
・
学
校
・
時
変︵
明

治
2
︱
4
年
︶﹂︑
国
立
公
文
書
館
︑
請
求
番
号
：
府
県
史
料
和
歌
山
︶の
﹁
外
国
人
傭
使
﹂︑﹁
学
校
﹂
の
記
述
に
よ
っ
て
﹁
共
立
学
舎
﹂
で
講
師
と
な
っ
た

﹁
サ
ン
ダ
ル
ス
﹂
と
の
雇
用
契
約︵
明
治
五
年
十
二
月
と
あ
る
が
︑
元
号
と
西
暦
が
併
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
も
注
視
す
べ
き
か
と
考
え
る
︶︒
そ
の
契
約
内
容

の
詳
細
と
開
塾
の
日
付
も
確
認
で
き
る
︒

︵
30
︶福
沢
は
二
度
目︵
一
八
六
七
︶の
ア
メ
リ
カ
行
き
に
際
し
︑
諸
藩︵
仙
台
藩
︑
紀
州
藩
と
さ
れ
る
︶か
ら
も
資
金
を
預
か
っ
て
大
量
の
書
籍
を
買
い
集
め
た
︒

紀
州
藩
か
ら
依
頼
さ
れ
て
購
入
し
た
一
冊
が
︑
マ
ン
ド
ヴ
ィ
ル
の
リ
ー
ダ
ー
第
5
読
本︵Ｍ

ａｎｄｅｖｉˡˡｅ＇ｓ　fi�ｆｔʰ　ｒｅａｄｅｒ　ｆｏｒ　ｃｏⅿ
ⅿ
ｏｎ　ｓｃʰｏｏˡｓ　ａｎｄ　

ａｃａｄｅⅿ
ｉｅｓ

︶︒
表
紙
見
返
し
に
︑
鉄
砲
州
時
代
か
ら
の
慶
応
義
塾
塾
生
で
あ
る
小
川
駒
橘
の
識
語
が
あ
り
︑﹁
当
時
英
書
ノ
我
国
ニ
舶
来
ス
ル
モ
ノ
乏
シ
ク

学
生
等
ハ
多
ク
謄
写
シ
テ
講
読
﹂
し
て
い
た
の
で
︑
紀
州
藩
が
二
百
両
を
福
沢
に
託
し
︑
福
沢
塾
に
学
ぶ
紀
州
藩
士
の
塾
生
の
た
め
に
書
籍
を
買
い
集
め

る
こ
と
を
依
頼
し
た
︒
福
沢
は
紀
州
藩
の
た
め
に
百
数
十
部
の
書
籍
を
買
っ
て
来
た
が
︑
そ
れ
に
よ
っ
て
紀
州
藩
士
の
塾
生
の
﹁
学
業
俄
然
面
目
ヲ
新
ニ

シ
﹂
た
と
い
う
︒
な
お
︑
小
川
駒
橘
は
湯
川
秀
樹
博
士
の
祖
父
に
あ
た
る
︒
マ
ン
ド
ヴ
ィ
ル
読
本
は
そ
の
後
紀
州
藩
の
藩
校
を
経
て︵﹁
紀
府
観
光
館
印
﹂

と
い
う
印
記
が
あ
る
︶︑
南
葵
文
庫
に
収
め
ら
れ
︑
関
東
大
震
災
後
︑
東
京
大
学
総
合
図
書
館
に
移
さ
れ
た
︒︵
東
京
大
学
付
属
図
書
館
︑
特
別
展
示
会
﹁
東

大
黎
明
期
の
学
生
た
ち
︱
民
約
論
と
進
化
論
の
は
ざ
ま
で
︱
﹂
展
示
資
料
一
覧
か
ら
︶︒

　
　

https://w
w
w
.lib.u-tokyo.ac.jp/htm

l/tenjikai/tenjikai2005/tenji/index-c.htm
l︵

最
終
閲
覧
2‌

0 

1 

9
年
10
月
27
日
︶

︵
31
︶一
八
三
七
～
一
九
〇
一
︒
岩
村
藩
医
で
明
治
初
期
の
日
本
の
実
業
家
︑
医
師
︑
官
吏
︒
丸
善︵
現
ジ
ュ
ン
ク
堂
書
店
を
含
む
︶︑
横
浜
正
金
銀
行
の
創
業
者

と
し
て
知
ら
れ
る
︒
一
説
に
は
︑﹁
ハ
ヤ
シ
ラ
イ
ス
﹂
の
名
前
の
由
来
と
さ
れ
る
︒

︵
32
︶開
成
所
版
の
英
和
辞
書
を
も
と
に
編
集
し
︑
上
海
に
渡
っ
て
印
刷
・
発
行
さ
れ
た
︒﹃
薩
摩
辞
書
﹄と
呼
ば
れ
て
当
時
広
く
利
用
さ
れ
︑
明
治
二
年︵
一
八
六
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九
︶に
は
﹃
増
補
和
訳
英
辞
書
﹄と
し
て
増
刊
さ
れ
た
︒
な
お
︑﹃
和
譯
英
辭
書
﹄‌

が
︑
初
版
に
お
け
る
正
式
名
称
で
あ
る
︒
鶴
丸
城
跡
地
の
一
画
に
鹿
児
島

県
立
図
書
館
が
あ
り
︑
そ
の
正
面
入
り
口
に‌

︽
薩
摩
辞
書
之
碑
︾‌

が
あ
り
︑﹁A
N
‌EN
GLISH

‒JA
PA
N
ESE‌D

ICT
IO
N
A
RY

　

薩
摩
辞
書
之
碑　

A
m
erican‌Presbyterian‌M

ission‌Press‌1869

﹂‌

と
刻
ま
れ
て
い
る
︒
幕
末
の
大
混
乱
の
さ
な
か
に
密
か
に
上
海
で
刊
行
作
業
が
進
行
し
︑
維
新
後
に

完
成
を
み
た
大
冊
の
英
和
辞
書
で
あ
る
︒
い
か
に
衰
微
し
て
い
た
と
は
い
え
︑
幕
府
の
正
式
な
許
可
を
得
な
い
ま
ま
︑
薩
摩
藩
庁
か
ら
資
金
提
供
を
う
け

て
刊
行
に
着
手
し
た
薩
摩
藩
の
若
き
俊
才
た
ち
は
︑
正
式
な
刊
記︵
刊
行
記
録
︑
現
代
の
奥
付
︶を
残
す
こ
と
な
く
︑
記
録
と
し
て
︑
日
本
語
序
文
に‌

﹁
日

本　

薩
摩
学
生
﹂‌
と
だ
け
が
記
さ
れ
て
い
る
︒﹁
薩
摩
﹂
と
記
し
て
も
︑
薩
摩
藩
と
は
記
さ
ず
︑
万
一
追
求
を
う
け
て
も
﹁
藩
と
は
全
く
関
わ
り
が
な
い
薩

摩
の
若
い
学
生
が
勝
手
に
し
た
こ
と
﹂
と
し
て
︑
釈
明
の
余
地
を
残
し
た
と
思
わ
れ
る
︒
し
か
し
︑
資
金
面
か
ら
も
︑
こ
れ
だ
け
の
大
冊
の
辞
書
を
︑
鎖

国
下
に
あ
っ
て
海
外
渡
航
も
困
難
だ
っ
た
状
況
か
ら
︑
上
海
の
印
刷
所
で
﹁
日
本　

薩
摩
学
生
﹂‌

が
刊
行
で
き
た
と
は
思
え
な
い
︒
薩
摩
藩
の
藩
命
に
よ

る
援
助
が
あ
っ
た
と
思
え
る
︒

︵
33
︶明
治
五
年
十
一
月
三
日
付
﹁
米
国
留
学
生
高
橋
新
吉
学
資
金
ノ
儀
ニ
付
伺
﹂
に
よ
っ
て
同
氏
と
前
田
献
吉
の
留
学
費
用
を
官
費
に
よ
っ
て
賄
う
こ
と
が
検

討
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
︒

︵
34
︶Worldʼs‌Industrial‌and‌Cotton‌Centennial‌Exposition‌[1854.12.16‒1885.6.1]

　
　

万
博
に
は
服
部
一
三
と
共
に
高
峰
譲
吉
博
士
が
事
務
官
と
し
て
参
加
し
て
い
る
︒
服
部
と
同
じ
く
︑
こ
の
時
に
ハ
ー
ン
と
会
っ
て
い
る
︒
高
峰
博
士
は
︑

後
に
大
倉
喜
八
郎
や
渋
沢
栄
一
ら
と
﹁
東
京
人
造
肥
料
会
社
﹂
を
設
立
す
る
︒
新
薬
﹁
タ
カ
ジ
ア
ス
タ
ー
ゼ
﹂
の
製
造
を
発
明
し
︑
現
第
一
三
共
の
初
代

社
長
を
務
め
る
︒
偶
然
だ
が
︑
安
政
東
南
海
地
震
の
前
日︵
安
政
元
年
十
一
月
三
日
︶に
生
ま
れ
る
︒

︵
35
︶平
田
諭
治
﹁
1‌

8 

8 

4
︱
5
年
ニ
ュ
ー
オ
ー
リ
ン
ズ
万
国
博
覧
会
に
お
け
る
日
本
の
教
育
の
紹
介
﹂︑﹁
２
．
日
本
政
府
の
参
同
と
対
外
感
﹂︵﹃
筑
波
教
育

学
研
究
﹄2
号
︑
五
頁
︶を
参
照
の
こ
と
︒

︵
36
︶明
治
十
三
年︵
一
八
八
〇
︶二
月
五
日
に
︑
先
に
発
会
さ
れ
た
﹁
交
詢
社
﹂︵
常
議
員
長
福
澤
諭
吉
︑
常
議
員
副
院
長
西
周
︑
幹
事
小
幡
篤
次
郎
︶の
機
関
誌

と
し
て
発
行
さ
れ
た
︒
創
刊
当
初
は
四
六
判
︑
分
量
は
お
よ
そ
二
十
か
ら
三
十
頁
前
後
で
毎
月
五
日
︑
十
五
日
︑
二
十
五
日
の
三
回
発
行
さ
れ
た
︒
創
刊
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当
時
の
﹃
交
詢
雑
誌
﹄は
市
販
さ
れ
ず
︑
社
員
の
み
に
配
ら
れ
た
︒
な
お
︑﹃
交
詢
雑
誌
﹄は
明
治
三
十
四
年
四
月
二
十
五
日
発
行
の
第
五
七
一
号
を
最
後
に

休
刊
な
い
し
廃
刊
さ
れ
て
い
る
︒

︵
37
︶政
府
は
︑
全
く
新
し
い
構
想
を
下
に
︑
近
代
的
諸
産
業
発
展
の
基
礎
と
な
る
べ
き
金
融
機
関
を
創
設
し
︑
財
政
上
の
必
要
か
ら
乱
発
し
た
巨
額
の
不
換
紙

幣
の
整
理
を
行
う
こ
と
を
当
面
の
目
的
と
し
て
︑
明
治
五
年
十
一
月
に
﹁
国
立
銀
行
条
例
﹂
を
制
定
し
た
︒
こ
の
条
例
に
準
拠
し
て
明
治
六
年
六
月
開
業

免
許
が
交
付
さ
れ
︑
明
治
六
年
七
月
に
開
業
し
た
第
一
国
立
銀
行
は
︑
三
井
組
と
小
野
組
が
中
心
と
な
っ
て
設
立
さ
れ
た
も
の
だ
っ
た
︒
第
一
国
立
銀
行

の
資
本
金
は
︑
二
二
四
万
八
百
円︵
三
井
︑
小
野
の
出
資
二
百
万
円
と
公
募
︶︒
そ
の
後
︑
中
央
銀
行
制
度
を
採
用
と
す
る
財
政
金
融
政
策
の
大
転
換
が
あ

り
︑
明
治
十
五
年︵
一
八
八
二
︶十
月
に
日
本
銀
行︵
明
治
十
年
﹁
日
本
銀
行
設
立
ノ
儀
﹂
松
方
正
義
︶を
設
立
し
︑
国
立
銀
行
制
度
の
廃
止
が
決
定
す
る
︒

︵
38
︶Eastm

an‌Business‌College　

一
八
五
九
年
︑H

arvey‌G.‌Eastm
an‌

に
よ
っ
て
創
立
さ
れ
た
︒

︵
39
︶濱
口︵
田
島
︶担
︒
梧
陵
の
長
男
と
し
て
一
八
七
二
年
に
生
ま
れ
る
︒
明
治
四
十
三
年
当
主
儀
兵
衛
家
か
ら
分
家
す
る
︒
同
二
十
四
年
慶
應
義
塾
卒
︑
同
二

十
七
年
早
稲
田
大
英
語
政
治
科
卒
︒
同
三
十
五
年
英
国
ケ
ン
ブ
リ
ッ
ジ
大
学
経
済
科
卒
︒
帰
朝
後
︑
同
三
十
六
年
参
議
院
議
員︵
和
歌
山
︶︑
豊
国
銀
行
設

立
に
関
わ
り
文
書
部
長
を
務
め
る
︒
同
四
十
五
年
猪
苗
代
水
力
電
気
会
社
創
立
に
際
し
︑
庶
務
営
業
課
長
と
な
り
︑
大
正
九
年
監
査
役
を
務
め
る
︒
同
十

一
年
東
京
電
燈
と
合
併
と
も
に
辞
職
し
︑
麒
麟
麦
酒
監
査
役
と
な
る
︒
近
藤
廉
平
氏
の
娘
八
重
子
と
結
婚
す
る︵﹃
人
事
興
信
録
﹄第
4
版
︑
人
事
興
信
所

編
︑
一
九
一
五
︑﹃
人
事
興
信
録
﹄第
８
版
︑
人
事
興
信
所
︑
一
九
二
八
参
照
の
こ
と
︶︒

︵
40
︶ ﹁
米
国
の
土
地
沃
僥
に
し
て
遣
利
多
し
と
豫
て
聞
き
及
び
た
る
事
な
る
が
︑
今
之
を
目
撃
す
る
に
及
ん
で
︑
其
の
聞
き
し
に
優
れ
を
覚
ゆ
︒
然
る
に
我
が

国
の
人
々
に
し
て
渡
航
す
る
も
の
︑
何
れ
も
滞
留
僅
に
二
三
年
乃
至
五
六
年
の
短
期
間
に
過
ぎ
ず
︒
匆
々
に
し
て
帰
り
来
り
︑
土
地
狭
く
人
口
多
き
国
内

に
て
再
び
食
を
争
う
が
如
き
は
︑
余
り
に
量
見
の
狭
き
も
の
と
云
わ
ざ
る
可
ら
ず
︒
気
力
な
き
か
︑
忍
耐
な
き
か
︑
働
な
き
か
︑
資
財
な
き
か
︑
何
等
か

の
缺
乏
す
る
も
の
あ
る
が
為
な
る
べ
し
︒
渡
米
の
希
望
な
き
か
又
は
渡
米
す
る
能
わ
ざ
る
も
の
は
姑
く
措
く
︒
苟
も
然
ら
ざ
る
限
り
は
︑
此
處
に
来
り
て

耐
忍
勉
勘
せ
ば
︑
必
ず
巨
利
を
占
め
︑
大
志
を
遂
げ
得
べ
し
︒
今
老
生
の
如
き
︑
漸
く
此
處
に
来
る
と
雖
も
︑
恨
む
ら
く
は
前
途
短
く
し
て
為
す
べ
き
事

な
し
︒
故
郷
に
於
け
る
有
為
少
壮
の
士
の
奮
っ
て
渡
航
し
来
ら
ん
事
を
望
ん
で
止
ま
ず
云
々
︒﹂︵
明
治
十
八
年
六
月
十
七
日
﹃
和
歌
山
日
々
新
聞
﹄記
事
及
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び
﹃
濱
口
梧
陵
伝
﹄か
ら
︶︒

︵
41
︶濱
口
吉
右
衛
門
著
﹃
欧
米
日
本
商
工
政
策
﹄︵
博
文
館
︑
明
治
三
十
四
年
五
月
︶︒

参
考
文
献

啊
爾
嗹
暹
度︵
ア
ラ
ン
・
シ
ャ
ン
ド
︶述
︑
海
老
原
濟
︑
梅
浦
精
一
訳
﹃
銀
行
簿
記
精
法
﹄︵
大
蔵
省
︑
一
八
七
三
︶︒‌

愛
媛
県
立
吉
田
高
等
学
校
﹃
創
立
90
周
年
記
念
誌
﹄︵
二
〇
〇
七
︶︒

大
倉
喜
八
郎
述
﹃
努
力
﹄︵
実
業
之
日
本
社
︑
一
九
一
六
︶︒

大
津
忠
彦
﹁
明
治
期
先
覚
者
吉
田
正
春
と
そ
の
事
績
︱
﹁
考
古
学
﹂
お
よ
び
﹁
西
ア
ジ
ア
﹂
の
視
点
よ
り
︱
﹂︵﹃
筑
紫
女
学
園
大
学
・
短
期
大
学
人
間
文
化
研

究
所
年
報
﹄18
号
︑
一
五
七
︱
一
六
九
頁
︑
二
〇
〇
七
︶︒

金
子
宗
徳
﹁
金
子
彌
平
︱
あ
る
明
治
人
の
軌
跡
﹂︵﹃
明
治
聖
徳
記
念
学
会
紀
要
﹄復
刊
第
42
号
︑
六
九
︱
一
〇
六
頁
︑
二
〇
〇
五
︶︒

慶
應
義
塾
﹃
福
澤
諭
吉
書
簡
集
﹄第
九
巻︵
岩
波
書
店
︑
二
〇
〇
三
︶︒

慶
應
義
塾
﹃
福
澤
諭
吉
全
集
﹄第
17
巻︵
岩
波
書
店
︑
一
九
六
一
︶︒

後
藤
乾
一
﹁
ジ
ョ
ン
万
次
郎
・
平
野
廉
蔵
と
小
笠
原
諸
島
﹂︵﹃
ア
ジ
ア
太
平
洋
討
究
﹄No.29, 

一
︱
二
一
頁
︑
二
〇
一
七
︶︒

阪
田
安
雄
﹃
国
際
ビ
ジ
ネ
ス
マ
ン
の
誕
生　

日
米
経
済
関
係
の
開
拓
者
﹄︵
東
京
堂
出
版
︑
二
〇
〇
九
︶︒

杉
村
廣
太
郎
﹃
濱
口
梧
陵
伝
﹄︵
日
本
評
論
社
︑
一
九
三
七
︶︒

瀬
川
光
行
﹃
商
海
英
傑
伝
﹄︵
富
山
房
︑
一
八
九
三
︶︒

耐
久
高
等
学
校
同
窓
会
﹃
耐
久
﹄四
十
三
号︵
二
〇
一
九
︶︒

銚
子
木
国
会
﹃
銚
子
木
国
会
史
﹄︵
侖
書
房
︑
二
〇
〇
二
︶︒

辻
唯
之
﹃
五
島
の
ク
ジ
ラ
と
り
物
語
﹄︵
長
崎
新
聞
社
︑
二
〇
一
五
︶︒

 81 

濱口梧陵と海を渡った先駆者たち



鍋
倉
直
﹃
国
立
銀
行
簿
記
一
斑
﹄︵
木
島
文
六
︑
一
八
七
九
︶︒

野
村
由
美
﹁
黎
明
期
に
お
け
る
各
国
商
業
教
育
の
成
立
事
情　

︱
比
較
考
察
の
た
め
の
覚
書
︱
﹂︵
一
橋
大
学
創
立
1‌

5 

0
年
史
準
備
室
ニ
ュ
ー
ズ
レ
タ
ー‌N

o.3,
三
一
︱
五
一
頁
︑
二
〇
一
七
︶︒

平
田
諭
治
﹁
1‌
8 

8 

4
︱
5
年
ニ
ュ
ー
オ
ー
リ
ン
ズ
万
国
博
覧
会
に
お
け
る
日
本
の
教
育
の
紹
介
﹂︵﹃
筑
波
教
育
学
研
究
﹄2
号
︑
一
︱
一
六
頁
︑
二
〇
〇
四
︶︒

ピ
ネ
オ
﹃
ピ
ネ
ヲ
氏
原
板
英
文
典
直
譯‌‌

慶
応
義
塾
讀
本
﹄︵
尚
古
堂
︑
一
八
七
〇
︶︒

福
澤
諭
吉
譯
﹃
帳
合
之
法
﹄︵
慶
應
義
塾
出
版
局
︑
一
八
七
三
︶︒

松
下
鈞
﹁
福
澤
諭
吉
と
ピ
ブ
リ
オ
テ
ー
キ
﹂︵﹃
帝
京
大
学
総
合
教
育
セ
ン
タ
ー
論
集
﹄vol.3, 

二
〇
一
二
︶︒

﹃
ヤ
マ
サ
醬
油
店
史
﹄︵
ヤ
マ
サ
醬
油
株
式
会
社
︑
一
九
七
七
︶︒

 82 


